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ワンコ系後輩のテクが凄すぎました！




失恋ＯＬでしたが身も心も溺愛されてます









［著者］臣桜

［イラスト］稲垣のん
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序章　後輩に組み敷かれて……












「小春こはるさん、気持ちいいですか？」

　ハァ……っと息をつき、見下ろしてくるのは雛沢ひなざわ小春の後輩、九条凱くじょうがいだ。

　彼はいつものスーツ姿からは想像できない、筋肉質で均整の取れた体つきをしていた。

　小春を見据える瞳はまっすぐで、熱が籠もっている。

　凜々しい眉の下にある焦げ茶色の瞳は、いつもなら仕事に対しての熱意で輝いている。

　が、今の凱の目には小春しか映っていなかった。

　サラリーマンらしく清潔感のある長さの黒髪は軽くセットされていたが、ずっと小春の秘唇を舐めて奉仕していたため、彼女の手で掻き回されクシャクシャになっている。

　そして小春と呼ばれた彼女は、緩く巻いた胸元までの髪をシーツに広げ、トロンとした目で凱を見上げ、息を荒げるしかできないでいた。

　二十七歳の小春は『アカツキグループホールディングス』という大手飲料メーカーに勤めている。凱は入社してすぐ海外研修に向かった期待の星らしい。つい最近、二十五歳の彼が帰国して営業部に配属され、小春が新人教育の担当になった。

　自分の言う事を何でも「はい」と気持ち良く返事をしてくれるのは嬉しい。

　何をやらせてもそつなくこなすので、たまに先輩である自分は必要なのだろうか？　と思ってしまうほどだ。

　そんな後輩に小春は組み敷かれ、たっぷり舌で奉仕されていた。

　場所は彼の自宅で、サラリーマンとは思えないほどの豪邸だ。

　広々とした４ＬＤＫのマンションで、立地も元麻布という高級地だ。

　今、そのマンションの寝室に二人はいた。

　いつもなら髪を纏め、男勝りともいえる働きぶりを見せる小春が、目に涙を浮かべている。普段はナチュラルメイクを施している顔は、すっぴんだ。パンツスーツ姿で仕事をする彼女しか知らない社員がみれば、肌の透明感や幼さすら見せる顔立ちにドキッとしたかもしれない。

　だが今、それを見ているのは凱だけだ。

「やぁ……っ、も……っ、舐めたら……っ、やぁ……っ」

　小春は普段先輩として彼に指示を出しているとは思えない声を出し、体をくねらせる。

「どうしてです？　こんなに美味しいし、先輩は可愛い声を出してくれるのに」

　凱は小春の下腹部から顔を上げ、愉悦に満ちた表情で微笑んでから、また顔を伏せて小春の秘部にむしゃぶりつく。

「んあぁあ……っ、あ！　っあぁあん……っ」

　膨らんだ肉粒を丁寧に舐められ、チュッと音を立てて吸われては、舌でレロレロと弾かれる。敏感な部分に凱の吐息が掛かり、それだけで臀部や内腿に力が入った。

「もうこんなにトロトロになって……。指もすんなり入るようになりましたね」

　そう言って凱は小春の蜜口に指を二本挿し入れた。

「んっ……、ぁあ、……あ、……っ、ン、うぅー……っ、あっ、あぁっ」

　ジュプ、ジュプと泡立った音を立てて指が抜き差しされ、指の腹で膣壁の弱い箇所を擦られて小春は身悶える。

　処女ではないのだが、初めて凱と性的な関係になり、彼がどのようなセックスをするのか知らなかったため、小春は体をガチガチに緊張させていた。

　彼女の気持ちを察したからか、凱は性急に彼女を求めず、優しいキスを重ねて気持ちを解きほぐしたあと、ゆっくり体を開かせてくれた。

「もう……十分ほぐれましたね」

　そう言って凱は避妊具の箱に手を伸ばし、小さな音を立てて自身の屹立に薄い被膜を装着する。

「抱きますよ。先輩」

　トロンとした顔の小春は、凱に言われて亀頭を蜜口に押し当てられても、何も抵抗できなかった。

（私……榎並えなみさんを好きだったはずなのに……）

　ぼんやりと思い出した名前と脳裏に浮かんだ顔は、入社して以降小春がずっと想いを寄せていた先輩だ。

　憧れ続けてそれが叶ったはずなのに、小春が今こうして凱に抱かれようとしている理由は――。

















第一章　三年目の浮気












「雛沢、今日のプレゼン良かったよ」

「ありがとうございます。榎並さん」

『アカツキグループホールディングス』で営業部に属している小春は、先輩である榎並裕樹ゆうきと一緒に、夏に新商品として出したビールのプレゼンにまわっていた。

　これから訪れる秋の食イベントでの提供、試飲や、大手ホテルにもメニューに加えてもらえるよう頭を下げ、きたる年末年始のかき入れ時に備えていた。

　一日外を歩き回ってやっと帰社し、メールチェックをして帰る……という行動を、最近はずっと繰り返している。

「雛沢が頑張ってくれるから、先方もすんなり契約を結んでくれて助かるよ」

　そう言って爽やかな笑みを浮かべる裕樹は、三十歳で営業部のエースだ。

　小春が入社した時に新人教育についてくれ、当時からずっと彼に惹かれていた。

　冗談を交えながら丁寧に仕事を教え、失敗しても叱責せず、何が悪かったのかを端的に指摘してくれる。

　だから小春は「怒られたらどうしよう」という心配をせず、裕樹を信頼してどんどん仕事を進め、今では裕樹に並ぶ次のエースと言われるまでになれた。

　裕樹は自慢の先輩で、憧れの人だ。

　二十四歳の誕生日に「契約を勝ち取ったご褒美に、付き合ってください！　好きです！」と告白したところ、ＯＫをもらえた。現在は周囲に公表せず秘密の交際を続けている。

　告白してから今まで、三年半ほど付き合っている。

　小春は年齢的にもちろん結婚を意識していて、今年のクリスマスにはプロポーズされるのを密かに期待していた。

「全部、榎並さんのサポートのお陰ですよ」

　帰社したあとの営業部は人がおらず、二人とも自分のデスクに座ってパソコンを開き、メールをチェックする。

「随分遅くなったな。ここずっと帰りが遅くなってしまってすまない」

「いいえ。仕事ですし」

「頼もしいな」

　冗談めかして言われ、小春は微笑みながら「榎並さんの教育の賜物です」と言い返す。

　一日動き回って汗びっしょりで、インナーもシャツも肌に貼り付いて気持ち悪い。

（社内にあるシャワーブースを使わせてもらうのも手だけど、家に帰るまでにまた汗を掻きそうだし……。帰宅するまで我慢したほうがいいか）

　考えながら、小春はマウスをクリックして必要なメールに重要マークをつけ、付箋に明日のタスクを書いてモニターに貼っておく。

「雛沢、帰れる？」

「あ、はい！」

　裕樹に声を掛けられ、小春はパソコンをシャットダウンし、鞄を持って立ち上がる。

　裕樹と一緒に出入り口に向かった時、彼が壁に手をついて腕の中に小春を閉じ込めてきた。

「っ……や……。あの、汗掻いてますから……」

　小さな声で抵抗し恥じらうが、裕樹は微笑んだままだ。

「構わないよ。俺も一緒だ」

　耳元で囁かれたあと、こめかみにキスをされる。そのあと裕樹が自分の表情を観察して微笑んでいるのを見て、からかわれているのだと理解した。

「っも、もう！　会社でこういう事をしたら駄目なんですからね！」

「っはは！　ごめん！」

　裕樹は軽やかに笑い、小春の背中をポンと叩いてから廊下を進んだ。

「そう言えば、来月の頭から、入社してすぐ三年間アメリカに行っていた期待の若手が、帰国して営業部で働き始めるって」

「そうなんですか？　三年間って……海外研修にしては長いですね？」

「部長が『優秀な人材』と仰っていたから、相当なんだろう。経歴を聞いたらアメリカの超難関大学を卒業した天才らしい」

「えぇ!?　そんな人がうちの会社に……？　実力があるなら日本企業じゃなくても、海外でそのままやっていけそうなのに」

　日本企業は年功序列が基本だが、海外企業は実力さえあれば年齢は関係なくのし上がっていける世界だ。

　小春も入社してすぐ、二十三歳の時に三か月だけＮＹ支社に海外研修に行った。

　日本とは人口も消費される酒の量も違うアメリカに行き、ビールの製造工場の見学や販売戦略などを勉強させてもらった。

　日本企業の支社とは言え、雇用している多くはアメリカ人なので、働き方なども現地のやり方に則している。

　なので競争の激しい海外で生き残るのが、どれぐらい大変な事かは分かるつもりだ。

　三年間アメリカで働けたつわものなら、年収が落ちるだろう日本に戻らなくてもいいだろうに……と他人事ながら思ってしまう。

「だよな。俺があっちで三年間やれていたなら、向こうに骨を埋める覚悟で続けたいと思うけど。どうしても帰国しなきゃいけない理由でもあるのかね」

　薄暗い廊下を進んで明るいエレベーターホールまで行くと、少しホッとする。

　ゴンドラを呼び出して一階まで下がる間も、二人は会話を続けていた。

（金曜日だけど……。お誘いはないのかな。最近二人きりになるの、少ないな）

　ゴンドラという密室で二人きりになると、裕樹との距離感にドキドキする。

　少し緊張して誘いの言葉を待っていたが、何も言われないまま一階にゴンドラがつき、ＩＤカードを機械に読ませてビルの外に出た。

「あの……」

「行こうか」

「はい」

　本社ビルは墨田川沿いにあり、橋を渡ればすぐ浅草駅がある。

　小春は護国寺駅周辺に住み、裕樹は四谷三丁目駅付近に住んでいるので、お互い銀座線を使うのは共通している。

　だからこうして裕樹と一緒に帰るのも珍しくなかった。

「飯、食ってく？」

　歩いている途中に尋ねられ、小春はパッと表情を明るくさせて頷いた。

「はい！」

　それから向かったのは近くの居酒屋で、ビールで乾杯したあとに夕食になるフードメニューを注文した。

（デートの時はもうちょっとムードのあるお店をチョイスするし、今日はナシなのかな）

　裕樹と仕事、プライベート様々な話をする中で、今日はお泊まりデートはなさそうだなと雰囲気で諦めた。

　勘定は裕樹が持ってくれ、礼を言って今度何かお返しをする旨を伝えた。

　帰りの電車の中でも普通に話して別れ、小春は「まぁいいか」と思いながら帰路についた。

（最近お誘いが少ない気がしてるけど、お互い忙しいし気を遣ってくれているのかな。こうやって仕事でもパートナーとして側にいてくれているし、一緒に帰るし、たまにご飯に誘ってくれるし、気持ちが離れているとかは……ないよね）

　距離感は変わらなくても、二人は恋人のはずなので、デートや夜のお誘いの頻度が低くなると、当然不安になる。

（これからどんどん忙しくなるし、裕樹さんも大事な時期だから、あんまり遊んでいられない……のかもしれない）

　自分に言い聞かせ、小春は気持ちを切り替えて週末の過ごし方を考え始めた。






　　　＊＊






　九月になり、裕樹が言っていた〝期待の星〟が営業部に入ってきた。

「恐らく皆さま『初めまして』になると思います。九条凱と申します。アカツキに新卒で入社してすぐ、辞令を受けてＮＹに向かいました。ＮＹではマーケティングを始め、様々な事を学ばせて頂きました。また現地の開発部の方と協力して、日本で売り出せていけそうな商品の選定なども行っておりました。今年帰国となりまして、心機一転営業部の皆さんの仲間になる事となりました。どうぞ宜しくお願い致します」

　長身の凱は、スーツの上からでも鍛えていると分かる厚い胸板をしていた。身に纏っているスーツもオーダーメイドなのか、すっきりとしたシルエットを出していてより格好良く見える。

　全体的に爽やかな印象で、黒髪は自然にスタイリングをされている。

　キリッとした眉の下にある双眸は輝いていて、ハキハキとした物言いも相まって仕事への熱意を感じられた。

　朝礼の時に部長が凱を紹介し、全員がパチパチと拍手をして彼を迎える。

（まさか……ね）

　小春も拍手をしつつ、自分のデスクの隣にある空席を見やる。

　先日まで、そこは何も置かれておらず〝空いて〟いた。

　だが今朝出社したら新しいデスクが置かれていて、そこに誰かが座る事になっている。

　――と思っていたら、部長が声を掛けてきた。

「雛沢さん、九条くんの新人教育は君に任せたよ。雛沢さんは成績もいいし、営業部の次のエースだからね」

「あ……、は、はい……」

（やっぱり……！）

　小春は苦笑いをして部長と凱に向けて会釈をする。

（視線が怖い……）

　凱はそのルックスから、一瞬で営業部の女性たちから人気を得たらしい。同僚や先輩たちが「いいな」という視線を送ってくるのが分かる。

　同期の浜谷美代はまやみよはキラキラした目で「あとで新人クンの報告よろ！」という顔をしている。

　部長から簡単に挨拶があったあと、それぞれ本日の業務に取り掛かり始めた。

「九条くん、雛沢小春です。あなたの教育係になったようなので、どうぞ宜しく」

「小春さん、宜しくお願い致します」

　はつらつとした笑顔で凱が挨拶をし、お辞儀をしたと同時にフワッと柑橘の爽やかな匂いがした。
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（名前呼び？）

「いい匂いだな」と思ったのも一瞬で、小春は彼の言い方に引っかかりを覚える。

　普通なら苗字で呼ぶのが社会人の常識だ。

　初対面でグッと距離を詰められた気がして、小春は目を丸くして凱を見つめる。

「どうかしましたか？」

　けれど彼は悪びれた様子もなくニコニコしているだけだ。

　そこで小春はやっと、彼が社会人になってからずっとアメリカにいたと思い出した。

「えっと、ＮＹではファーストネームで呼んでいたかもしれないけど、日本では基本的に苗字にさん付けが一般的です。そうした方が、今後九条くんのためになるかもしれません」

「そうなんですね？　失礼しました。雛沢先輩」

　今度は応用して先輩と呼んでくれた凱に、小春はにっこり頷いた。

（非常識なタイプじゃなくて良かった。これなら上手くやっていけそうかも）

　その後、さっそく小春は現在営業部で進行している仕事を説明し、裕樹も含めるＡ班が秋冬にかけての販売戦略に向けて、仕事を進めている事などを説明していった。

「今日も外回りがありますが、榎並さんと私について来て、どんな具合に仕事をしているのか観察してください。榎並さんは、窓際の席に座っている男性です。営業部のエースなので、私より参考になると思います」

「そうなんですね。でも僕の教育係は雛沢先輩ですから」

　ニコッと微笑まれ、一瞬犬か何かに懐かれた感覚になる。

　その後、小春は裕樹に凱の同行許可を得て、外回りを始めた。

　昼は三人で蕎麦屋に入り、裕樹も交えて凱からＮＹでの話を少し聞いた。

　聞くところによれば、ＮＹ支社の営業第一線で活躍していたらしい。

　ビールの本場であるドイツやチェコをはじめ、世界各国を渡り歩いて飲み比べをし、商品開発部と一緒に新商品の開発や、その販売に至るまでも手がけていたとか。

　他にもワインやウィスキー、ジン、ウォッカ、リキュールなど多岐にわたる物の独自ブランドを売り出していったなど、業績は華々しい。

「けど、そこまで順調にやれていたのに、どうして帰国したの？」

　昼頃には、小春も凱に対する口調を砕けさせていた。

「うーん、日本でどうしてもやらないといけない事があって」

　ざる蕎麦を食べて「やっぱり日本の蕎麦はいいですね」と笑いながら、凱は上手に煙に巻いた。

（言いたくないなら、別にいいか）

　そこまで深入りする相手でもないので、小春も深くは聞かず、また三人での会話を弾ませていった。






　その週末に東京駅の八重洲口側にあるイタリアンバールで凱の歓迎会が行われ、予想通り彼は営業部の女性社員に囲まれていた。

　ＮＹでどのような仕事をしていたのか、どんな暮らしをしていたのかなど、事細かに聞かれている。

　小春は隅のほうで裕樹と隣り合って飲んでいた。

「アメリカは実力社会だし、そんな環境で活躍していたなら相当稼いでいたんだろうな」

　裕樹に言われ、サングリアを飲んでいる小春は「そうですねぇ」と相槌を打つ。

「顔もいいし、配属早々モテモテだな」

「なに言ってるんですか。榎並さんだって周りから憧れられているじゃないですか」

「俺はホラ……三十路のおっさんだから」

「もー」

　女性社員も現金なものだと思う。

　いつもは裕樹が結果を叩き出すたびに「すごーい」と言って褒めそやし、彼への用事があると全員で奪い合う感じだった。

　裕樹の誕生日やバレンタインでは、表向き「誰も渡さない」と協定を結んでおきながら、プライベートで会った際、気になって裕樹に聞いてみると、誰それからプレゼントやチョコをもらったと聞く。

　それが今ではアメリカ帰りの凱に群がっているのだから、分かりやすいな……と思ってしまう。

（まぁ私は、裕樹さんがターゲットから外れたら嬉しいんだけど）

　そう思ってサングリアのグラスを傾けた時、人ごしに凱と目が合った気がした。

（……ん？）

　彼はジッと小春を見ていた――ような気がしたが、また女性社員に話し掛けられて会話に戻っていく。

（気のせいだったかな。ちょっと酔いが回ってるかも）

　連日外回りばかりで、疲れているのかもしれない。

（今日帰ったら、お気に入りのバスソルトでゆっくりお風呂入ろうかな。あれ、でも酔っ払ってたら、湯船に浸かるのは避けた方がいいんだっけ）

　小春は眠気を感じるほど酔っていて、隣で裕樹が「飲み過ぎるなよ」と苦笑いしている。

　やがてイタリアンバールでの一次会が終わり、裕樹は用事があるらしく、そのタイミングで帰る事になった。

「榎並さん、お気をつけて。また月曜日に」

「ああ。雛沢も気を付けて帰れよ」

　飲んでいたのは東京駅直結ビルで、外に出たあと裕樹は手を振ってから雑踏に紛れていく。

　周囲では二次会に行くメンバーを募っていて、小春は帰ろうかどうか迷いだした。

（どうしようかな。本当は帰りたいけど、担当してる九条くんの歓迎会だし）

　迷っていた時、「雛沢先輩！」と凱に肩を組まれた。

「わっ」

「二次会、行くでしょう？　僕、まだ雛沢先輩と話せていないので、もうちょっとゆっくり語らいたいです」

　長身の彼に顔を覗き込まれ、小春は内心「近い」と思い一歩後ずさる。

「え、えーと」

「行きましょうよ。お願いします」

　まるでゴールデンレトリバーが、尻尾をバサバサ振っているようなイメージだ。

「う……うん。じゃあ、二次会まで」

「はい！」

　太陽のような笑顔に負けて、小春は二次会となるバーに向かった。






（あぁ……酔った）

　二次会が終わったのは二十三時前だ。

　腕時計を確認した時に、また凱が「せーんぱい」と声を掛けてきた。

「帰り、どっちですか？」

「え？　有楽町駅」

「じゃあ、酔い覚ましのために送ります」

「いいよ。九条くんも疲れてるでしょ」

「いいんです。送らせてください」

　相変わらずの距離感で、凱はこれから帰るグループと三次会に向かうグループに向かって「おやすみなさい！」と手を振った。

　自然と二人で歩き出す事になり、小春は少し言葉を迷わせてから苦笑いした。

「九条くん、社交的なんだね。女性陣にモテていただけじゃなくて、お酒の席で男性陣の心もガッチリ掴んで、もう好かれちゃってたの、正直『凄いな』って思ってた」

　言葉の通り、営業部のエネルギッシュな男性陣は、最初は凱の事を「いけ好かない」と感じているように見えた。

　だが飲み会を通じて凱が男女問わずフラットな対応をし、酒に強い男性陣にも飲みで歩み寄ったあとは、すっかり彼らも凱を気に入ったようだ。

　小春はそれほど酒に強い訳ではないので、飲んで相手の心を掴む方法を採れる凱を羨ましいと思っていた。

　営業と接待は切り離せず、先方をいい気分にするために、懸命に盛り上げなければいけない場合もある。

　今までは裕樹がその役を買って出てくれていた。だが彼が出世して自分と一緒に行動できなくなれば、いずれ一人で対応しなければならないと覚悟していたのだ。

「お酒については、向こうで鍛えられましたね。あっちにいると、アジア人は人種的にアルコールには弱いと痛感させられます。今では自分の限界がどの程度なのかを把握して、気持ち良く飲める分量も分かっています」

「そっか……。限界まで飲んだ事がないから、私は分からないや」

「それはそれで、いいと思いますよ」

　毎日、男女問わず営業成績を競っているので、こういう風に「頑張らなくていい」という言葉を掛けられると、どこか安堵を覚える。

「九条くんは不思議な人だね。うちの部署に来て一週間も経っていないのに、人の心にスルッと入ってしまう魅力がある。きっと、それは仕事にも生きていく気がするよ」

「ありがとうございます」

　彼に対して距離が近いと感じていたのも忘れた小春は、夏の熱気と酒気で火照った体に負担が掛からないようゆっくり歩く。

　東京駅の八重洲口側にいたので、歩いていると銀座に差し掛かる。

　自分には縁の遠いきらびやかな世界だな……と思っていたが、その中に見覚えのある姿を見つけ、小春は立ち止まった。

「どうしました？」

　凱も立ち止まり、小春を見てから彼女の視線の先を目で追う。

（何で……？　誰……？）

　小春の視線の先には、裕樹がいた。

　彼は一目でブランド物と分かる上品なワンピースを着た女性と一緒だった。友人かも、とすぐ自分に言い聞かせたが、裕樹は女性の肩を恋人のように抱いていた。

　姉か妹かも……と思い直したが、裕樹の兄弟は弟だけだ。

「へぇ。榎並先輩って恋人がいたんですね」

「！」

　隣にいた凱が素直な感想を口にし、小春は現実を突きつけられる。

「っちが……っ！」

　――私が裕樹さんの恋人なの！

　とっさにそう言いかけたが、裕樹に「俺たちが付き合っている事は、誰にも内緒ね」と言われたのを思い出し言葉を呑む。

「……何です？」

　小春と裕樹が付き合っていると知らない凱は、今にも泣き出しそうな小春の顔を見て当惑している。

　無理もない。何も事情を知らない第三者から見れば、週末の夜に銀座を歩いている女性の方こそ裕樹の恋人と思うだろう。

「……っ違うの……」

　何も言えない小春は、クシャリと顔を歪め、走り出した。

　雑踏を掻き分け、裕樹と女性のあとを追う。

　裕樹に「その女性ひとは誰？」と問い詰めて修羅場にしたくない。

　だが二人がどこに向かっているのかを、突き止めたい気持ちはあった。






　裕樹と女性は小春につけられているとも知らず、楽しそうに会話をしながら歩いていく。

　やがて二人は有楽町駅を通り、皇居沿いにある五つ星ホテルに入っていった。

　横断歩道の向こうからそれを見送った小春は、呆然と立ち尽くしている。

（付き合って三年、あんな高級ホテルに一回も連れていってもらった事ない……。彼女が本命なの？）

　ホテルに入っただけなら、レストランやバーの利用など、まだ言い訳のしようがあったかもしれない。

　だが裕樹は歩いている途中、女性を愛しそうに見つめ、横断歩道で待っている間に軽くキスをしていた。

　頭がガンガンと痛む。

　平衡感覚がおかしくなった気がして、小春は一歩よろめいた。

「危ないですよ」

　それを後ろから支えてくれたのは、凱だ。

　すっかり彼の事を失念していたので、こんな状況でなければ「びっくりした！」と言っていたかもしれない。

　だが小春は彼に反応する心の余裕もなく、ぼんやりと抱き抱えられているのみだ。

「非常に言いにくいんですが、もしかして雛沢先輩って、榎並先輩と付き合ってました？　それで浮気現場を見てショックを受けた……とか」

　小春は何も答えない。

　理由の一つはその通りだから。もう一つは、まだ凱に意識を向ける余裕がないから。

　しばらく小春はその場から動けないでいたが、フラッと元来た道を歩き始め、近くにあったバーに入った。

　放っておけないと思ったのか、凱も小春に続いてバーに入り心配げに声を掛ける。

「雛沢先輩？　三軒目ですか？」

「ごめん。もうちょっと飲むから、九条くんは帰っていいよ」

　投げやりとも思える小春の声に凱は眉を寄せる。

「言う通りにできる訳ないじゃないですか。あ、二人です」

　彼は言葉の後半をホールスタッフに向け、通された二人掛けの席に座る。

「詳しい事は分かりませんが、飲んでスッキリするなら付き合いますよ？」

　それには何も答えず、小春は普段飲まないウィスキーを注文した。

「俺はカシスオレンジで。カシス薄めにお願いします」

　凱は意外にも甘いカクテルを注文し、やがて出されたチャージに手をつける。

「雛沢先輩。もしぶちまけたい事があるなら、今日だけの秘密という事で聞きますよ？　俺、口は堅いですから」

　いつの間にか一人称を〝僕〟から〝俺〟に変え、凱は優しい口調で話し掛けてくる。

　誰に頼っていいか分からず孤独と悲しみを抱えていた小春は、とうとう唇を震わせ、涙を零した。

「……っ私、裕樹さんと付き合ってたの」

　社外の友達にも内緒にしていた事を、小春は凱に打ち明け始めた。

　涙混じりの言葉を、凱は黙って聞いてくれている。

　途中、運ばれてきた酒を彼が受け取り、「小春さんはこっちね」とカシスオレンジを渡してきた。

　逆らわず、小春はほぼジュースになっているカシスオレンジを飲む。

　先ほどまでビールや水割りをグイグイ飲んでいた凱が、カシス薄めのカシスオレンジを頼むなどおかしいと思っていたが、こんな気配りを見せるとは思わなかった。

　後輩である彼に気を遣わせてしまい、余計情けなさを感じる。

　ありがたいし、彼の行為を優しいと思うのだが、今は優しくされればされるほど、どんどん自分が惨めになっていくように感じられた。

　凱はホールスタッフにチーズの盛り合わせを頼む。

　一次会、二次会で満腹になっていたので、つまみとしては丁度良かった。

「……だから、今年のクリスマスにはプロポーズしてくれるって、信じてたのにぃ……っ」

　酔っ払って何回も同じ話をし、小春が泣き崩れたのは三杯目のカクテルを飲み干したあとだ。

「まだ確定じゃないから、次に会ったら聞いて、別れるか決めてもいいんじゃないですか？」

「そうだけど……っ」

　――裏切られた、と思った。

　おまけに現実的なもう一人の小春が、心の中で「裕樹さんが私との交際を秘密にしていたのは、私が本命じゃないからだ」と告げていた。

　けれど感情的な部分では、「あの女性が浮気相手で、私が本命なの！」と言いたがっている。

「三年も付き合ったの！　その分、デートだって沢山したし体の関係だって……っ。これだけ付き合ったなら誰だって結婚を意識するでしょ……っ？」

　泣きじゃくる小春の頭を、凱はポンポンと撫でてくる。

「小春さんは悪くないですよ。あなたから見れば、そう考えるのは当たり前ですから」

　凱が同調してくれ、小春はさらに泣く。

　もう一杯カクテルを頼もうとしたところで、女性スタッフにラストオーダーだと告げられてしまった。

「……ちょっと、お手洗い」

　最後のカクテルを頼んでから小春は手洗いに立ち、鏡に映った自分を見て溜め息をついた。

　顔は真っ赤でアイメイクは崩れ、酷い顔をしている。

　今頃あの女性は、夜景を見下ろすジェットバスにでも入り、裕樹と愛し合っているのだろうか。

（惨めだ……）

　ポツッ……とまた新たな涙を零し、小春は深く長い溜め息をついた。






　席に戻って最後の一杯を飲もうとすると、なぜかウーロン茶もテーブルに置かれてあった。

「カクテルを飲んだあとでいいですから、こっちも飲んでくださいね」

「……ん」

　もう凱に小春さんと呼ばれようが構わないし、彼のほうが年下なのに小春のほうが面倒を見られている事も頭にない。

　酔っ払ってトロンとした小春は甘いカクテルを飲み、残っていたカマンベールチーズの欠片を口に放り込んだ。

　ウーロン茶を飲み終えると、財布を出す。

「あ、支払いは俺がしておきましたから」

「え？」

　ぼんやりしたまま顔を上げると、凱が変わらずニコニコ笑っている。

「……ありがと……」

「気が済んだなら良かったです。じゃあ、出ましょうか」

　歩き出すと足元がおぼつかず、フラフラしている小春の肩を凱が抱いた。

　少し歩いてタクシー乗り場まで向かい、乗車できたあとは安心して眠ってしまった。

















第二章　後輩との慰め×××












「ん……っ」

　意識が浮上した途端、小春は激しい頭の痛みに顔をしかめた。

（いっ……たぁ……）

　普段は深酒をしない自分でも、これが二日酔いだと分かる。

　けれど目覚めたばかりなので、自分がなぜここまで飲んだのかを思い出せていなかった。

　加えて目に飛び込んだ天井を見て、心の中で疑問符が浮かぶ。

（どこ……？　ここ……。何か、いい匂い。どこかで嗅いだような……）

　慣れ親しんだ自分の家でないのは確かで、小春は頭の痛みを堪えながらゆっくり起き上がる。鼻先をかするのは、微かに渋みのある柑橘の香りで、どこかでその香りを嗅いだ覚えがあった。

「えっ……？」

　シーツに手をついて身を起こそうとして、指先に誰かの体が触れた。

　小春はギクリと身を強張らせる。

　恐る恐るそちらを見ると、凱が上半身裸で眠っていた。

「!?」

　とっさに自分の体を確認したのは、女性としての本能からだろうか。

（どういう事!?）

　小春が着ていたはずの服は脱がされ、寝室とおぼしき部屋の壁際でハンガーに掛けられていた。

　そして小春の格好といえば、凱の物と思われるメンズＴシャツを一枚着ているのみ。

（これってどういう事？　もしかして酔っ払って九条くんと致してしまった？）

　ふつふつと変な汗が湧き出る中、隣で凱が身じろぎして「ふあ……」と欠伸をしながら体を伸ばした。

「ん……あれ……。小春さん、早いですね。体は大丈夫ですか？」

「っ～～～～」

　寝起きで掠れた甘い声を聞き、小春は何とも言えない心地になる。

　今まで何とも思っていなかったはずの凱を、「色っぽい」と思ってしまった。

（どういう事!?　私、酔った勢いで九条くんとシちゃったの？）

　頭はガンガン痛み、現状への混乱も相まってまともに状況整理ができない。

　Ｔシャツの胸元をギュッと掴んで凱を凝視している小春を見て、彼は色々察したようだ。

　凱はふはっと気が抜けたような笑いを漏らし、起き上がって胡座をかく。

「えーと、色々誤解しているようなので説明させてください」

「う、うん」

「昨日、小春さんは飲み過ぎて潰れてしまいました。タクシーに乗ったまでは良かったんですが、小春さんの家がどこなのか運転手さんに言う前に寝てしまって、仕方なく俺の家に連れてきました」

（あー……）

　自分が相当飲んでしまい、凱にも迷惑を掛けたのを察し、別の意味で頭が痛くなる。

「で、小春さんは会社で着ていた服のままだったし、そのまま寝かせるとシワになりそうと思ったので、俺のＴシャツを着せました。えーと……『見てない』って言ったら嘘になります。でも酒飲んで具合悪そうだったし、楽な格好のほうがいいと思ったので、こちらで判断しました。着替えさせる以外の〝変な事〟は、誓ってしていません。俺は小春さんを女性として『いいな』と思っていますが、意識のない女性を襲うほど飢えてはいません」

「う……うん。とりあえず、介抱してくれてありがとう……」

「それで本当なら、紳士的に俺はリビングのソファで寝る……とかしたほうが良かったのかもしれません。でもベッドが大きいので、体がくっつくほどの距離でないなら、同じベッドに寝ていても大丈夫かな……と判断してしまいました」

　言われて、自分たちのいるベッドがかなり大きいと気付く。いわゆるキングサイズベッドなのだろうが、実物は初めて見た気がした。

「い、いや……。ここが九条くんの家なら、家主さんが自分のベッドに寝るのは当たり前で……。ベッドも大きいし、……い、いいんじゃない？」

　呆然としたままそう言うと、彼は「じゃあ良かったです」とニッコリ笑った。

「腹減ってませんか？　あ、洗面所とか使うならご自由にどうぞ。女性物の化粧品とか置いてないんで、昨日コンビニで買ってきた物ならあります。それを使ってください。俺、朝飯作りますから一緒に食いましょう」

　そう言われるとお腹が空腹を訴えかけていたのに気付いた。

「なんか……至れり尽くせりでごめん……」

「いえ。お気にせず。もし少しでも悪いと思うなら……」

　そこで凱は少し悪戯っぽい顔になり、小春は嫌な予感を覚える。

「憧れなんで、〝彼シャツ〟っていうのしてくれません？　今も俺のＴシャツを着てもらってますけど、それは寝間着のつもりなんで。これから洗濯したてのＹシャツ持ってくるので、それを着てください！」

　返事をする間もなく凱はベッドから下りて寝室を出て、間もなくアイロンの掛けられたＹシャツを持ってきた。

　立った彼を改めて見ると、グレーのスウェットに上半身は裸なので、目の毒だ。

　彼の体はしっかり鍛えられていて、厚い胸板や割れた腹筋が目に飛び込む。そしてスウェットのウエストゴムにかけて、俗に言う〝スケベライン〟が続いていて、見るだけで妙な気分になった。

「それはそうと、どうして上半身裸なの？」

「え？　俺、いつも寝る時はこうですけど……。というか、もっと言うと下はパン一なので、今日は気遣った方というか……」

（パン一……！）

　思わずその姿を想像してしまい、小春は凱から視線を逸らし、俯いて赤面した。

　凱はとてもいい体をしていて、想像するだけで漫画のように鼻血を噴いてしまいそうな気持ちになったからだ。

（裕樹さんも鍛えてるけど、もっと細いよね……）

　――と、裕樹と凱を比較して初めて、昨晩の事を思い出した。

（そうだ、私……。銀座で裕樹さんが女性と歩いているのを見て、ホテルまで尾行したんだった）

　凱から受け取ったＹシャツを手に、小春はベッドの上で溜め息をつく。

「どうしました？」

「ううん。昨日、九条くんに迷惑を掛けちゃったなと思って、ちょっと自己嫌悪に陥って」

　苦笑いすると、彼はベッドの縁に腰掛け小春の顔を覗き込んできた。

「……思い出しましたか？」

　尋ねられ、小春は小さく頷く。

「そっか……」

　凱は溜め息交じりに言い、何か考えるように沈黙しながら頭を掻く。

「……小春さんはまだ榎並先輩の事が好きだろうし、これから二人の関係がどうなるのか、俺は見守る事しかできません。でも仮に小春さんが榎並先輩と別れるとしたら、……ここ、空いてますから」

　そう言って凱は、自分の胸板を拳でトントンと叩く。

「……っふふ。泣かせてくれるっていう事？」

　彼の優しさを感じて微笑んだが、凱は「いいえ」とまじめな顔で首を横に振る。

「別れた小春さんを慰めたい気持ちもありますが、恋人としてここでギュッと抱き締める準備も、いつでもできていますよ。……って言いたかったんです」

　凱がにっこり笑い、それに対して小春は呆けて彼を見る。

「……なんで？」

「なんで、って。好きだから」

　当然のように言われ、小春は混乱する。

「だって九条くんは入社したばっかりだし、私を好きになる要因がないと思うんだけど」

「人を好きになるのに、立派な理由や長い時間は、必ずしも必要ないと思います」

　けれど言い返され、「それもそうだ」と思って何も言えなくなる。

「ひとまず、朝の支度をしましょう。和食がいいです？　パンがいいです？」

「えーと……。昨日飲み食いしてちょっともたれてる気がするから、軽くパンで」

「分かりました。じゃあ、近くのパン屋で良さそうな物を買ってきますね。美味いパン屋があるんです。昨晩汗を掻いたと思いますし、バスタオルを置いておきますからシャワーを浴びたかったら自由にどうぞ。ちなみに必要かな？　と思って化粧水とかと一緒に、歯ブラシや下着とかもコンビニで買っておきました。けど、『あったら助かるかな？』って思っただけで、変な意味はないので！」

　まくしたてるように言う凱がどこかおかしく、気が付けば小春は笑っていた。

　そのあと凱に好みのパンの種類を聞かれて答え、彼が出掛けている間にありがたくシャワーや洗面所を使わせてもらう事にした。






　寝室だけでも、キングサイズベッドに大きな液晶テレビと高級感を感じていた。

　だが寝室から出て、他の部屋も思いの外とても立派で広く、驚いてしまった。すべての部屋を確認できた訳ではないが、４ＬＤＫはありそうだ。

　洗面所やバスルームも、ダークカラーの壁に白い大理石が用いられているので、高級感がある。

（基礎化粧品とか、わざわざコンビニで買ってくれたっていう事は、今は彼女とかいないのかな。……って、アメリカから日本に帰ってきたばっかりだっけ）

　それでも気が利いて仕事もでき、コミュニケーション能力も高く、ルックスもいい彼なら、どこの国にいようが素敵な女性がいておかしくないと思った。

　シャンプー類については何も言われなかったので、悪いと思ったが彼の物を使わせてもらった。

　知らないメーカーの物だが、とてもいい匂いがして洗い上がりがいい。

　ボディソープのボトルにはハイブランドのロゴが刻まれている。香りはスパイシーさのある柑橘系で、どちらかと言えばメンズの香りかもしれないが、気持ち良く使えた。

　バスルームから出ると、身支度するのに必要な物が、すべて洗面台の上にのせられてあった。

　ありがたく使わせてもらい、ドライヤーで髪を乾かす。

（すっぴんだけど……。昨日泣いてグシャグシャになった顔を見られたから、もう気にする事もないかな）

　すっぴんを見られるのは恥ずかしいが、メイクがボロボロになった顔を見られるのも同じぐらい羞恥心が湧く。

（着替えさせられて同じベッドで寝たぐらいなら……。もういっか……）

「女性としての恥じらいは……」と思う自分も勿論いる。

　だがその前に小春は疲れ切っていた。

　自分の体面を気にするより、裕樹の浮気や、今自分が凱の家に上がり込んですっかり世話になっている申し訳なさで頭が一杯だった。

（スッキリした……）

　汗を流し、胸までのロングヘアもサラサラになった。歯磨きもして洗面所を出る。

　するとリビングからいい匂いが漂っていて、ついそちらに足が向いた。

「あ、終わりました？　いまサラダとか作ってますから、座っててください」

　アイランドキッチンに立っている凱に言われてダイニングテーブルを見ると、ランチョンマットの上に白いプレートが置かれている。テーブルの中央には、パン屋で買ってきたとおぼしきビニール袋があった。

　リビングダイニングは、三十畳はあるのではという広さで息を呑む。

　全体的に白とブラウンで統一されていて、壁の一部分は石造りになっており雰囲気がある。窓枠は黒い格子というシンプルなデザイン。白いソファにモノトーンのクッションもお洒落だ。三方からテーブルを囲んでいるスタイルで、正方形の重厚そうなテーブルも高級感がある。

　壁には立体的なアート作品や絵画もあり、彼がＮＹにいたという事を思い出した。

（こういうインテリアセンスも、向こうで培われたのかな）

　ぼんやりと考えながら、さらに小春は室内を観察してしまう。

　超大型テレビの両脇には大きなスピーカーがあり、これで映画を見れば臨場感が凄いだろう。他にも今時珍しいレコードなども揃っている。

　ダイニングはシンプルなデザインの黒テーブルと、同じくシンプルな白い椅子だ。

　アイランドキッチンや冷蔵庫なども、基本的に落ち着いた色味で統一され、まさに理想の住宅という内装を見て思わず溜め息が出た。

「どうかしました？」

「う、ううん。素敵なお住まいだと思って……」

　最初は呆然と見とれてしまったが、次第に「ＮＹ帰りとは言え、こんな家に住めるものなの？」と疑問を抱く。

　それを見透かされたのか、キッチンでレタスをちぎりながら凱が笑った。

「親がちょっとした資産家なんです。その影響もあって俺も小さい頃から投資を教えられて、今では将来に不安のない金額まで貯蓄ができています」

「へ、へぇ……！　す、凄い……」

　小春も将来のために貯金をしているが、毎日の生活を懸命に切り詰めてやっと百万円を超したという感じだ。

　株やトレードと聞くと、未知だからか危険なイメージがあり、手を出そうと思えなかった。

「良かったら、袋からパンを出して好きな物を皿に置いてもらえますか？」

「あ、うん！」

　言われてビニール袋を開けると、中に紙袋が入っていてどれも温かかった。

「買いすぎじゃない？」

「あはは！　ですよね。小春さんがおかず系のパンが好きだって言ったので、あれもこれも『食べるかな？』って思って買うのが楽しくなってしまって」

「ありがとう」

　中身を見てみると、クロックムッシュやピザ風のパンなど、確かに小春好みの物が多い。

「九条くんは何を食べるの？」

「俺の好物はくるみパンと胡椒とサラミの入った、ピリッとしたパンです」

「ふぅん。これかな？　置いておくね」

「あと、デザートに壺焼きプリンも買ってきました。パン屋なんですが、デザート類も充実してるんですよ」

「わぁ、楽しみ。それは冷蔵庫？」

「はい。ぬかりなく」

　こうして凱と話していると、楽しくて気持ちが浮き立ってくる。

　裕樹の浮気現場を見た上に、入社したばかりの後輩に迷惑を掛けたという、最悪な状況だ。

　それなのに笑っていられるのは、凱のお陰かもしれない。

　やがてテーブルにミニトマトや輪切りにしたピーマン、パプリカがのったカラフルなサラダが出された。スープは凱が笑いながら「これはインスタントです」と、マグカップに入ったコーンスープを出してくれた。

　全部で十人ぐらいは座れそうなダイニングテーブルに、二人で向かい合って座り、焼きたてのパンを食べるのは、不思議な気持ちだ。

「ん、美味しい……」

「でしょう。帰国してからこの辺りを散策し始めたんですが、かなり美味しいと思います」

「それにしても、下世話な質問だったら申し訳ないけど、帰国してからこんな立派なマンションを買ったの？」

「あー……と。このマンションはもともと親の持ち物で、渡米する前に少し住んでいたんです。そこに戻ったというか」

「そっか。や、何かごめんね」

「いいえ。年齢に似つかわしくないのは、自覚しているので」

　立ち入った事を聞いてしまったと反省し、少し気まずくなったが、凱は特に気にした様子は見せず、サラダを食べている。

　リビングではコンポから流れるクラシック曲が、小さな音量で流れていた。

　外は天気が良く、空調の効いた室内にいると快適だ。

（……何だか、気持ちが楽だな。後輩だからかもしれないけど、九条くんといるとリラックスできる気がする。昨晩さんざん醜態を見せてしまったからかな）

　やがて朝食を終えると凱がコーヒーを淹れてくれ、二人はリビングのソファに座った。






〝彼シャツ〟から素脚が見えるのが恥ずかしいので、小春は膝の上にクッションをのせている。

「……昨晩、格好悪い所を見せてしまってごめんね。会社では偉そうに指導しているのに、これじゃあ先輩としての示しがつかないよね」

　ようやく話の本題を口にしたが、凱は「ああ、それですか？」とさほど深刻に捉えていない声で、やや拍子抜けになる。

「誰だって信じていた恋人に裏切られたらショックですよ。お気持ちは察します」

「ありがとう。……でもあの女性、誰だったんだろう。見た感じ品のあるお嬢様っていう感じだった。役員のお嬢さんとかかな」

　昨日見かけた女性は、遠くから見ても全身から滲み出る品を感じた。

　仮に自分があの女性と同じ服を着たとしても、同じようには到底はなれないだろう。

「んー、非常に言いにくいんですが……」

「何？　心当たりがあるの？」

　凱の言葉に食いつくと、彼は脚を組んでコーヒーを一口飲んでから、気まずそうに口を開いた。

「俺、親がちょっと資産家だって言ったじゃないですか。その関係で社交パーティー的なものにも少し顔を出さないといけない機会もあったんです。……彼女、多分『ジャパンスフーズミート』の社長令嬢だったと思います」

　凱が口にした『ジャパンスフーズミート』とは、国内食品メーカーの中でもトップクラスの売上を誇ると言われている。

　その社長令嬢なら、ブランド物の服をサラリと着こなしていてもおかしくない。

　あの時はワンピースだったが、きっと着物なども着慣れているのだろう。

（……格が違う……）

　そりゃあ、裕樹が彼女と五つ星ホテルに入っても仕方がない……と、自分で自分にツッコミを入れる。

　――でも……。

　自分と裕樹の今までの三年間は何だったのか。

　入社してから先輩として色んな事を教えてくれて、ツーマンセルであちこち営業に回った仲だ。仕事だけでなく、プライベートでも数え切れないほどデートをして、小旅行もしたし、テーマパークも行き、もちろん体の関係だってあった。

（私は二人の仲は順調と思っていたけど……。私一人が思い込んでいただけなのか……）

　シラフになって現実を知ると、余計惨めに感じたが、昨晩よりは冷静に受け止められる気がする。

「彼女が本命で、私は遊びだったのかな……。三年付き合ってこの年齢なら、もうプロポーズされてもおかしくないと思ってた。いま考えれば彼女みたいに高級ホテルに連れて行かれた事もないし、旅行もせいぜい一泊二日だった。長期休みに連泊する事もなかった。……もしかしたらその時、私と少し会ったあと、彼女と過ごしていたのかもしれないね」

　切なく笑った小春の頬に、ポロッと涙が零れる。

　高級なデートをしたいという意味ではない。本当に裕樹が好きだったからこそ、彼と過ごせるならどんなデートでも嬉しかったし、楽しかった。

　けれど昨晩の女性と五つ星ホテルを見て、改めて「自分の場合は」と比べてしまったのだ。

「……まだ、聞いてみないと分からないじゃないですか」

　凱はコーヒーカップをテーブルに置き、ソファの背もたれに寄りかかって小春の後頭部を撫でてくる。

「そうだね。……でも、……なんだろ。気持ちが折れちゃった。……っあはは！　五つ星ホテルに負けたつもりはないんだけど、何て言うか、かける金額があまりに違うと差を感じるよね！」

　明るく笑った小春の脳裏には、自分が裕樹と泊まった高くも安くもないラブホテルや、関東近郊をドライブして泊まった、Ｂ級ホテルが蘇る。

　比べたい訳ではない。その施設にも失礼だ。

　――けれど、どうしても心の天秤が傾いてしまう。

　裕樹は大事そうに彼女の肩を抱き、愛しそうに見つめて信号待ちにキスをした。

　手を取って段差のある場所で、ヒールを履いた彼女が転ばないようにエスコートし、ホテルに入る時もレディファーストで彼女を先に通した。

　そこには、〝彼女を一番大切にし、敬う〟という気持ちが表れていた。

　小春は、自分が裕樹に雑に愛されていたとは思わなかった。

　いつも優しかったし、一緒にいて楽しかった。

　けれど自分と社長令嬢の間には、明確な言葉にできない、絶対的な差がある気がした。

　見えない壁の前で、小春は途方に暮れて立ち尽くしているのだ。

「無理して笑わないでください」

　凱がそう言ったかと思うと、小春を抱き寄せ自分の胸板に顔を押しつけさせた。

「素直に『悲しい、悔しい』って泣けばいいんですよ。不器用だな」

　凱のぬくもりに包まれ、耳元で彼の少し苛ついた声がする。

　何が引き金になったのか分からないが、小春は次々に涙を零し、凱に縋り付いて嗚咽し始めた。

「う……っ、ぅ、……く、……悔しい……っ」

「うん」

　凱は何も言わず、ただ肯定し、背中を撫でてくれる。

　それだけの行為がやけに嬉しかった。

　凱に抱きつき、小春は広く逞しい胸板に顔をつける。彼の温もりと胸板の厚さに、やけに気持ちが落ち着く気がした。

（包容力、なのかな）

　裕樹に感じた包容力とは、また異なる感覚を得る。

　後輩だから自分が導いていかないとと思っていた凱が、すっぽりと小春の体を包み込み、子供をあやすように背中をトントンとさすってくれている。

　思う存分泣いたあと、凱はぬかりなくテーブルの上にあったティッシュの箱を引き寄せてくれた。

　ありがたく使わせてもらい、洟はなをかんでスッキリすると、凱が小春を覗き込んできた。

「さっきも言いましたけど、俺にしません？」

「え？」

　さっきもと言われ思い出せば、「ここ、空いてます」と胸板を示して言っていた気がする。

　さらに「人を好きになるのに、立派な理由や長い時間は、必ずしも必要と思いませんが」と言われた事も思い出した。

「……本気、なの？」

　励ますための方便ではなく、凱が本当に自分を異性として好きだという可能性を考え、現金にも胸の奥で鼓動が高鳴る。

「最初から本気だって言ってたじゃないですか」

　凱は切なげに笑い、「ん？」と確認するように顔を覗き込んできた。

「だっ…………、て……」

　今まで裕樹しか恋愛対象に見られなかった小春にとって、他の男性からの告白は青天の霹靂へきれきだ。

　自分には裕樹という恋人がいるので、合コンの誘いにも乗らなかった。

　誰とは言わないが「彼氏がいる」と言っていたから、会社の中で彼氏持ちの小春に想いを寄せる人もいなかったと思う。

　少なくとも、夜遅い時間に一人で歩いていた時にナンパされた以外、ここ数年異性に告白や誘いを受けていなかった。

　なので凱に抱き締められた状態で告白され、ボボッと思い出したように赤面する。

「ちょ……っ、ちょっと……待って……」

　小春は凱から顔を逸らそうとするが、彼は照れていると分かって小春の顔を覗き込んでくる。

「待って？　何でです？　どうして顔を逸らすんです？」

　しかもニヤニヤ笑っているので、タチが悪い。

「ちょっと……もぉっ！　からかって楽しんでるでしょ！」

　怒って彼の太腿をパン！　と掌で叩くと、凱は小春を抱き締めたまま、体を揺らして笑い出す。

「だって、小春さんが俺の事を考えてくれるのが、嬉しいんです。やっと俺を見てくれた！」

　てっきり「からかってました。すみません」と言われるのかと思いきや、あまりに素直な言葉を向けられ、小春は何と返事をすべきか分からなくなってしまう。

　凱だって二十五歳で、今までそれなりに恋愛をしているはずだ。それなのに、学生みたいに純粋な好意を向けられて、小春は照れ、戸惑っている。

「今、俺を意識しているでしょう？　なら、俺にしましょうよ。後悔させません。俺ならあなたを泣かせません」

　先ほどまでのニヤニヤ笑いを引っ込め、凱は真剣な眼差しと言葉をぶつけてくる。

　抵抗しようと身じろぎしても、手触りのいいスウェット生地の下に彼の逞しい体を感じ、小春のほうが意識してしまう。

「ま……待って……。考える時間を……」

　懸命に冷静になろうとしても、凱の体臭と彼の纏っている香水が混じった、微かに渋みのある柑橘の香りに意識が支配される。

　ベッドで目覚めた時も、この香りに包まれていた。

「駄目ですよ。冷静になったら『こんなの一時の気の迷い』って思うに決まっています。自分でも弱みにつけ込んでいる自覚はありますし、卑怯だと思います。でもそうでもしなければ、小春さんは俺を恋愛対象に見てくれないでしょう」

　凱はすべてをつまびらかにする。

「俺ならあなたを悲しませません」と言うだけでなく、小春の現在の心理を客観的に指摘した上で、自分が卑怯な事をしていると正直に伝えてくる。

「そこまで言わなくていいのに」と感じたが、凱の真剣さと純粋さがより分かった気がした。

（それに九条くん、さっきから一度も裕樹さんの悪口を言わない）

　気付いた時、小春は心の中で無意識に裕樹と凱を比べてしまう。

　脳裏を巡るのは、まだ裕樹と付き合い始める前の光景だ。裕樹が営業部の不動のエースとなる前に、彼は飲みながらライバルになる社員の欠点を挙げ連ねていた。

　裕樹の話を聞きながら、小春は「悔しい気持ちは分かるけど、そこまで言わなくても成績で実力を見せればいいのに」と内心思っていた。

　当時は裕樹に憧れる気持ちで一杯だったので、彼のライバルへの敵対心を非難せず「勝てたらいいですね」と応援していた。

　だが今になって凱と裕樹を比べると、今まで完璧に思えた裕樹のメッキがボロボロと剥がれ、「あれ？　こんな人だったっけ？」と思う出来事が次々に思い起こされる。

　一つ幻滅すると、芋づる式に別の思い出が蘇り、「あの時もそうだった」と失望に変わっていく。

「ね。俺にしましょう。俺ならあなたを大切にしますよ。〝一番〟にします」

　凱が小春の両頬を包み込み、額にキスをしてきた。

　柔らかな唇を感じて視線を上げると、優しく微笑んでいる彼と目が合う。

「ねぇ、小春さん。浮気されたなら……、浮気し返してやるのはどうです？」

　そのあともチュ、チュと頬や鼻先にキスをし、凱が甘い声で囁いてくる。

「な、何を言って……、んっ」

　凱に何か言い返そうとしたのだが、乳房を片手で包まれて呼吸を止める。

　驚いた目で彼を見ると、とろりと愉悦に満ちた瞳で小春を求めていた。

「好きなんです。……お願いです。ずっと目の前であなたと榎並先輩がアイコンタクトをして、いちゃついていたのを見守っていました。我慢していた俺に、ご褒美をくれませんか？」

　そう言ったあと、凱は床の上に座り、小春の手の甲にうやうやしくキスをする。

「あなたが好きなんです。小春さんを、俺にください」

　跪いて愛を乞われ、小春は赤面して唇を震わせた。

「ず……っ、ずるいよ。私、状況を把握しきれてないのに」

「だからです。さっきも言ったじゃないですか。卑怯な事をしている自覚はあります。そうでなければ、あなたの事を抱けない気がする」

「だっ……、抱くって……」

　凱が自分を性的に見ていたと改めて知り、小春はギョッとする。

　けれど思ってみればここは彼の家で、自分は彼のベッドで一緒に寝ていた。

　それを見透かしたように、凱が囁く。

「分かっているんでしょう？　小春さんも榎並先輩も、お互いに異性とお泊まりしたのは一緒です。ここから先は完全な推測ですが、あの二人、ヤッてると思いますよ。結婚を意識する年齢の男女が遅い時間にホテルに行って、健全に一泊……なんていかないでしょう」

　凱の言葉を聞いて、小春の顔が歪む。

「――あぁ、そんな顔をさせたいんじゃないんです。泣かないで」

　凱に手を引っ張られ、小春は彼の膝の上に座らされ、ソファに押しつけられる。

「……俺ならあなたを泣かせませんから。お願いです。俺にチャンスをください」

　焦げ茶色の瞳にまっすぐ見つめられ、艶のある低音に囁かれて体がゾクゾクする。

　まるで催眠術にでも掛かったかのように、小春は凱に抗えず――、キスをされていた。

「……ん、……ん、ぅ……」

　顔の角度を変え、凱が何度も唇をついばんでくる。

　唇の柔らかさに、小春はまた裕樹と彼を比べてしまう。

（最後に裕樹さんとキスしたの、いつだったっけ……。最近、期待していてもデートのお誘いもなくて、キスもセックスもずっとなかった。思わせぶりな態度ばかりずっと取られて……）

　そう思うと、急に腹が立ってきた。

　少し迷ってから凱の唇をついばみ返すと、彼が唇の内側を舌先で探ってきた。

「ん……っ」

　色めいた吐息が漏れ、それを聞いた凱が喉の奥で笑う。

「小春さん、可愛い……。もっと声、聞かせて」

「ん……やぁ……っ」

　抵抗した声も力なく、凱の舌が口内に入り込み小春の舌に絡んでくる。

　しばらく静かなリビングに、クチュクチュとお互いの舌を求め合う水音が響く。

（キス……。気持ちいい……。こんなに気持ち良かったっけ……）

　肉厚な舌がねっとりと小春の舌を擦り、表面や側面などあます所なく舐めてくる。歯列や前歯の裏側などくまなく探られ、小春はキスだけでこの上なく興奮していた。

　呼吸が荒くなるのが恥ずかしく、息継ぎをしたいのに凱は許してくれない。

　最初は床の上に座った凱の膝の上にいたが、そのうちソファの座面に押し倒され、覆い被さった彼に口内を蹂躙されていた。

「小春さん……っ」

　凱の手が小春の太腿をすべすべと撫で、Ｙシャツの裾から入り込んでくる。

　その時になって自分があまりにも無防備な服装だった事を思い出し、小春は羞恥にかられて彼から顔を逸らそうとした。

「顔、逸らさないで。好きだから。小春さんの顔が見たい」

　けれどそう哀願されて、「もぉ……」と困った顔で凱を睨む。

「九条くん、人にお願いするの得意だよね？　年下とか、顔がいいとか色んな要素を自覚していて、それを武器にするの……、ず、ずるい」

　彼は楽しそうな顔でプチプチとＹシャツのボタンを外し、小春の肌を暴いてくる。

「『あざとい』とは時々言われます。でも、自分に武器があると分かっているなら、使わないと損でしょう？」

　開き直られては、小春も「仕方ないなぁ」と笑うしかできなかった。

　Ｙシャツの下は、昨晩つけていた濃紺のブラジャーと、凱がコンビニで買ってきてくれたピンクのパンティだ。

　上下で色が違うのは恥ずかしいが、凱は特に気にしていないようだ。

「会社でこれを言うと、セクハラになるので言えなかったんですが……。小春さん、胸大きいですよね」

　凱はうっとりとした目で、濃紺の下着に包まれた深い谷間を見る。

「他の男性社員も、さりげなく見ているの気付いていますか？」

「そ、そんな事知らない……」

　仕事中はいつも営業で契約を勝ち取るのに精一杯で、外出先から会社に戻ると、汗臭くないか心配するほうが先だ。あとは次期エースと言われている自分の営業成績が、周囲の反感を買っていないか、部署内の人達と良い人間関係を構築する事も大切にしていた。

　なので他の事――自分自身の外見については、特に頓着していなかった。

「皆、ここを見てますよ」

　そう言って凱は小春の鎖骨に指先を置き、そこからツゥッ……と乳頭辺りまでを撫で上げた。

「ん……っ」

　思わず上ずった声が漏れ、小春は欲の籠もった目で凱を見つめる。

「脱がしますよ」

　囁いたあと、凱は背中に手を差し入れてブラジャーのホックを外してきた。

　胸元の締め付けがなくなったかと思うと、浮いたブラジャーのカップの下に凱が両手を這わせてくる。

「あぁ……。すべすべで気持ちいい。ずっと触りたかった」

　心の底から嬉しそうに言うので、小春は素直に嬉しいと感じた。

「……嬉しい。ありがとう。……今までスキンケアやエステに行っても、裕樹さんはそういう所、気付いてくれなかったから……」

　凱の腕の中にいるというのに、どうしてか裕樹の話をしてしまう。

　言ってから失礼だったのではと思い、やるせなくなって視線を逸らした。

　だが凱は特に気を悪くした様子は見せず、「いいですよ」と小春の手の甲にキスをする。

「この際、思う存分榎並先輩への愚痴を吐いてください。その分、俺の株が上がると思っているので大歓迎です」

「そ、そうなの？」

　普通、好きな女性が自分に愛撫されながら、他の男の事を話すのは嫌なものだと思っていた。

「本当は嫌ですよ？　でも小春さんの心の中には、榎並さんがべったりとこびりついているんです。その汚れを浮かせてまっさらにしないと、俺で小春さんの心を満たせないじゃないですか。最初に浄化作業っていうのはどうしても必要だと思うんです。目的のためなら俺は待てるし、我慢できる男ですよ」

「……っふふ……っ。汚れとか、浄化って……」

　思わず笑った小春の顔を見て、凱は優しく微笑んだ。

「やっと心から笑ってくれた。あなたはそうやって、屈託なく笑っているのが一番いいですよ」

　そう言って凱は額、頬、唇に優しいキスを落とす。

　袖を通していただけのＹシャツも脱がされ、腕に絡まっていたブラジャーも取られた。

「……綺麗だ……」

　明るいリビングの中で小春はパンティ一枚の姿になり、恥ずかしくて両手で胸元を覆う。

「ベッドに行きましょうか」

　凱は小春の背中と膝の裏に手を回し、軽々とお姫様抱っこをしてきた。

「きゃっ……！　お、重いよ!?」

　驚いてとっさにしがみついたが、自分が下着一枚なのも恥ずかしいし、お姫様抱っこされているのも照れるし、どうしたらいいか分からない。

「ＮＹにいた頃は、酔っ払った重たい男を担いで移動した事もありますから、小春さんなんて重いうちに入りません」

　アジア人と白人、黒人の体格差は分かっているつもりなので、小春は何も言えなくなる。

　そのまま寝室に運ばれ、またあの巨大なベッドに仰向けにされた。

　凱は小春の体の上に馬乗りになり、着ていたＴシャツを脱ぐ。

（あっ……、わっ……！）

　寝起きの時に見ていたはずなのに、逞しい上半身が露わになるとどうしてもドキドキしてしまう。

「小春さん……」

　凱はフワリと微笑み、また頬に優しい口づけをしたあと、両手で乳房を揉んできた。

「ん……っ」

　裕樹ともずっとしていなかったので、久しぶりに男性に愛撫されて小春の体は敏感に反応する。

「柔らかい……。でも弾力があってすべすべで……。最高の揉み心地だ」

　凱はうっとりとした顔で小春の乳房を撫で、まだ柔らかい先端を指で奏でるようにして、勃起させていく。

「あぁ……、あ……」

　お腹の奥にジン……と甘い疼きが生まれ、小春は色めいた吐息を漏らす。

「榎並先輩は、どうやって小春さんの胸を愛しました？」

　不意に凱が尋ねてきて、小春は眉間に皺を寄せて裕樹との行為を思い出す。

「ん……っ、揉んで、……乳首、摘まんで……きた……っ」

「ここをすぐ摘ままれて、痛くなかったですか？」

「ここ」と言いながら凱は指の腹で優しく乳首を擦り、少し芯を持ったそこを愛でる。

「ん……ぁ……っ、ちょっと、痛かった……けど、痛いって……言えなかったし……」

「じゃあ、俺は小春さんに痛みを与えず、優しくしてあげますね」

　凱は何度も乳房全体をさするように手を動かす。彼の掌の間で乳首が摩擦され、転がされて徐々に硬さを増していく。

　絶頂を燃え上がる焚き火と例えるならば、凱は最初に作った火種から、少しずつ丁寧に火を育てていく愛撫をする。

　全身がムズムズして「もっと強く触ってほしい」と思った頃になって、彼は舌を出してレロンと乳首を舐め、温かな口内に先端を含んできた。

「あぁ……っ、あ、……んー……、き、……気持ち……ぃ……っ」

　唾液をたっぷりまぶした舌は柔らかく、平らな部分で何度も小春の乳首を舐め回してくる。

　思わず腰を揺らしたところで、凱の片手が腰から臀部を撫で下ろし、パンティのウエストゴムを軽く弾いた。

「んっ」

　とても恥ずかしい事をされた気持ちになり、小春は涙目になって声を漏らす。

「濡れてますね。素直な反応をする、いやらしくて素敵な体です」

　下腹部に凱の手が這ったかと思うと恥丘を揉まれ、その下にあるクロッチにも手が伸びた。

　替えのために彼が買ってくれたのに、クロッチはすでにびっしょり濡れ、凱の指が動くとクチュクチュと水音を立てる。

「や……っ、やぁ……っ！　そ、そんな事しないで……っ」

　裕樹にさえ、下着越しに花弁を揉まれて辱められるなど、された事はなかった。

「ふぅん？　こうされた事がないんですね？　恥ずかしいですか？」

　尋ねられ、小春は真っ赤になってコクコクと頷く。

「ここはこんなに大きくなってるのに？」

　そう言って凱は、肉芽を布越しに爪でカリカリと引っ掻いてきた。

「っひあぁああ……っ！　そ、それ……っ、だ、駄目ぇ……っ」

　布越しだからなのか、引っかかれると絶妙な気持ちよさがあり、小春はいやいやと首を振って身をよじらせる。

　胸元からはチュバッと音がたち、凱が顔を離す。沢山舐められてテラリと光った乳首は可哀想なほど勃起していた。

「駄目？　気持ちいいんですよね？　榎並先輩はこうして可愛がってくれなかったんですか？　ここは女性の体でも敏感な性感帯だと思っていましたが」

　悠然と微笑む凱に尋ねられ、小春は小さく顔を横に振る。

「そ、そこ……っ。じ、自分で触ると気持ちいいけど、裕樹さんは強くするから痛くて……、き、気持ちいいって思えなくて……」

　あまりに気持ち良くて、小春は半ば驚いて放心している。

　その間に、凱は彼女のパンティを脱がせてしまった。

　思わず膝頭に力が入るが、太腿を撫で、「大丈夫ですよ」と声を掛けられて少しリラックスする。

　凱は微笑んだまま小春の肢体を眺め、臀部から膝の方へ太腿を撫で上げながら、膝頭を押し上げて脚をＭ字に開かせた。

　秘部からはクパ……と蜜で潤った場所が啼く音が聞こえ、それがまた恥ずかしい。

「こんなに小さくて繊細な場所なんだから、優しくするのは当たり前ですよね」

　凱は枕を小春の腰の下に挟む。そして角度を得た秘部の両側に親指を添えて花弁を開かせた。

「やぁ……っ、み、見ないで……っ」

　弱々しい声が出るも、凱は小春を愛するのをやめてくれない。

「舐めさせてください」

　まるで従者のように恭しく言い、凱はうっとりと目を細め、口を開いて舌を出し、平らな部分を秘唇に押しつけてきた。

「あぁ……っ、あ……っ」

　凱はしばらくそのまま舌を押しつけ続け、自身の唾液と小春の蜜が馴染んでトロトロになるまで待った。

「や……っ、やだ……っ、ジッとするの、やぁっ」

　恥ずかしくて堪らなくなった小春は、腰を揺らし凱の頭を両手で押さえた。

　するといつのまにたっぷりと蜜が溢れていたのか、それを自身の唾液ごとジュズッと啜すする音がする。

（恥ずかしい……っ！）

　真っ赤になって小春は自分の顔を両手で覆い、ギュッと目を閉じた。

「美味しいですよ。もっと舐めたい」

　囁いてから凱は秘唇の形に添って上下に舌を動かしてから、秘唇を唇でついばんでチュッと吸う事を何度も繰り返した。

「っあぁああ、あぁ、あーっ、んぅ……っ、ん、あぁあああ……っ」

　大事な部分に凱の熱い吐息が掛かり、ぬめらかで温かな舌が生き物のように這う。

　あまりにも気持ち良くて、小春は恥ずかしさも忘れて快楽を貪った。

　存在を増した肉芽をチュッチュッと吸われると、腰から脳髄に掛けて甘い痺れが駆け巡る。包皮を舌で捲られ、まるまると膨らんだ陰核に舌を這わされた時は、声も出ずにのたうち回り、凱から逃げようとすらした。

　けれど彼はしっかりと小春の腰を両腕で掴み、逃がしてくれない。

　最後は包皮に軽く前歯を当てられ、陰核をチロチロと素早く舐められて、あっという間に絶頂してしまった。

「あぁあああーっ！　あぁあああ、あーっ！　んんぁああ、っあぁあああ……っ！」

　まだ愛撫しかされていないのに、こんなに憚はばからない声を上げてしまったのも初めてだ。

　大きな絶頂を迎えて放心し、脱力している小春を、身を起こした凱が口の周りを舌で舐めながら見下ろし、尋ねてくる。

「榎並先輩は、こんな風に舌で愛してくれましたか？」

　尋ねられ、小春はもう裕樹と比べて胸を痛める事すら忘れ、呆然としたまま小さく首を横に振る。

「……されて、……ない。……す、凄かった……」

「気に入りました？　気持ち良かったです？」

　ニコッと微笑まれ、小春は思わず素直に頷いていた。

「良かった。じゃあ、これから小春さんとセックスする時は、絶対にクンニしてあげますね」

　そう言われ、冷静な小春なら「またするなんて約束してない」と思ったかもしれない。

　だが今のとろけきった小春は、心地いい余韻に浸りながら「嬉しい」としか思えなかった。

「じゃあ、指を入れてもう少し解しますね。俺の、少し大きいみたいなので、小春さんが痛い思いをしたらいけませんから」

〝大きい〟が何に対してなのか考える前に、トロついた蜜口にツプリと凱の指が挿し入れられた。

「んぅ……っ、あ、……あ、……あぁ……」

　小春は目を閉じ、凱の指を蜜壷で味わう。

　凱の指は少しずつ蜜道を解しながら、奥に進んでいく。途中でぐぅっと膣壁を押された時、こみ上げた愉悦に耐えきれず、小春は悲鳴を上げた。

「そこぉ……っ！　あぁ、あ……っ！　んぅーっ、だ、駄目……っ」

「『駄目』ですか？　気持ち良くありません？」

　凱は同じ場所を指でトントンとノックし、それからまた圧迫し、小さく手を前後させて擦り立ててくる。

「やぁあ……っ、き、――気持ちいいっ！　からっ、駄目……っ、な、……のぉっ」

　小春は両手でシーツを握りしめ悶えるしかできないのに、凱は片手で蜜洞を探り、もう片方の手で乳房を揉み、時に乳首を爪でカリカリと引っ掻いてくる。

　上と下と両方から繊細な刺激を与えられ、小春はどうしたらいいか分からない。

　正直、裕樹とセックスした時は、このように我を忘れそうな恐ろしい悦楽を得る事はなかった。

　凱に愛撫されていると、まるで自分が初めてセックスしたような心地になる。

　分からない事だらけで、ただただ気持ちいい。

　頭が真っ白になり、凱と彼の指や舌の事しか考えられない。彼の声に快楽を誘導されて情けない声で返事をし、身も心もグズグズになってゆく。

「気持ちいいなら、もっと気持ちいい場所を見つけないといけませんね？」

「そんなぁ……っ、あ、あ！　……っっあぁあああぁ……っ」

　泣き言を口にした直後、凱の指が奥までヌルッと入り込み、膣壁をなぞられているような感覚になって声が出た。

　おまけに彼は親指でヌルヌルと陰核を撫で、蜜口から溢れた蜜をたっぷりまぶし、さらに撫で続けてくる。

　指を入れられてまだ少ししか経っていないのに、小春は涙目になって次の絶頂を迎えようとしていた。

「待って……っ、待ってぇ……っ！　お願いっ、気持ちいいからぁ……っ」

　頭の中は凱で一杯になり、膣奥で指が蠢うごめくたびに全身が酷く震える。

　口からは意図しない獣のような嬌声が漏れ、体は勝手に動いて少しでも快楽を逃がそうとする。そして蜜壷は無意識に収斂しゅうれんを繰り返し、凱の指を吸い上げていた。

「奥がヒクヒクしてますよ？　達いきたいならいつでも達っていいんですよ？『達く』って教えてくれたら、楽にしてあげますから」

「っほ、ホント……っ？」

　膨らんだ肉芽を親指で押し潰され、クリクリと捏ねられて小春は腰を跳ね上げる。

　もう余計な事は何も考えられず、ただ楽になりたかった。

「本当です。もう達きそうですか？」

　優しく尋ねられ、小春は口端から涎を垂らしたままコクコクと頷き、新たな嬌声を迸ほとばしらせた。

「達く……っ、達くの……っ！　ぁあああっ、んーっ、んっ、あぁああ、達く……っ！」

　口に出して絶頂を知らせたからか、小春は先ほどよりもずっと強い悦楽に見舞われ、一瞬意識を飛ばした。

　意識が真っ白になった中でも、自分の膣内で凱の指が蠢いて膣壁を押し、親指が肉芽をコリュコリュと捏ね、彼のもう片方の手が乳房を自由に揉んでいる感覚を鋭敏に味わう。

「あぁ、上手に達ってますね。もう一本指を入れてみましょうか」

　あまりの快楽で朦朧とするなか、膣内に凱の指がもう一本押し込まれた。

　粘膜が引き延ばされる感覚があり圧迫感も覚えたが、気持ちよさに押し流されて辛いとは感じなかった。

　そのまま二本の指でさらに媚肉を擦られ続け、小春は絶頂したまま体を痙攣させ、迸る悲鳴を止められないでいた。

「いやぁ……っ！　ら、楽にしてくれるって言ったのにぃ……っ！　あぁあああっ」

　ただでさえ気持ち良くなっていた場所に、指を二本含んでいると考えただけで興奮が増す。

　体の主導権を握られる事が、こんなに気持ちいいとは知らなかったと思いながら、小春はいまだかつてない淫悦を思う存分貪った。

　膣壁を優しく擦られているうちに、こみ上げてきた衝動を堪えきれず、小春は小さな孔からプシュッと愛潮を漏らしてしまった。

「っやぁあああぁ……っ！」

　悦楽にまみれた小春は、自分が粗相に似た何かをしてしまったと自覚していない。

　ただただ「気持ちいい」としか思えず、半ば放心したまま体を痙攣させ、されるがままになっていた。

「は……。可愛い……。小春さん、びっしょり濡らして……。そんなに気持ち良かったですか？」

　蜜壷から指を引き抜いた凱が、目の前で糸の引く指を見せつけてくる。

　それに「いやぁ」と言う事もできず、小春は放心していた。

　いまだ膣奥はピクピクと痙攣していて、気持ちよさが抜けきっていない。

「ん……、ちゅ……。おいし……」

　凱は愉悦にまみれた表情のまま、指についた小春の愛蜜を舐めている。

　頭の片隅では「恥ずかしいからやめてほしい」と思うものの、やはり小春は何も言えない。

　やがて凱はベッドサイドにある引き出しから避妊具を取り出すと、ズボンと下着を脱いで自身の屹立に被せる。

　ようやく悦楽の波が落ちついてきた小春は、やや微妙な心地になった。

（ゴムの用意があるっていう事は、いつも女の子連れ込んでるの？）

　ねじれた感情になってしまったのは凱に告白され、気持ち良くされて無意識のうちに喜んでいる自分がいるからだ。

　小春の怪訝な顔を見て、凱は一瞬ポカンとしたあと、彼女の思いを察して破顔した。

「小春さんのためにコンビニであれこれ買ったじゃないですか。その時に、もしかしたら……と思って、一緒に買ったんです。誰彼構わず連れ込んで寝てるなんて思われたら、心外ですよ。俺はあなたにずっと片思いをしてきたんですから」

　手を握られ、お姫様のように甲にキスをされる。

　微笑んでいる凱は半分冗談めかしているけれど、その言葉と気持ちは真剣なのだと目に宿った光が語っていた。

「うぅ……。ご、ごめんなさい……」

「分かってくれたらいいんです」

　屹立に手を添え、凱は先端を小春の花弁に擦りつける。

　たっぷり潤った場所に避妊具を纏った亀頭が滑り、ニチャニチャと音が立った。

「ん……っ、んぅっ、あ、あぁ……っ」

（入れてほしい……っ）

　今まで感じた事のない悦楽を与えられ、さらに挿入されたらどうなってしまうのか、小春は期待と不安に満ちた目で凱を見上げる。

「可愛い……。小春さん、榎並先輩の愛撫と、俺の愛撫、どっちが良かったですか？」

　小春の下腹を撫でながら、凱が尋ねてくる。

「～～～～っ、き、聞かなくても分かってる癖に……っ」

「言葉にして言われないと分からないんです。小春さんだって、俺が告白しなければ気付かなかったでしょう？」

　指摘されて、小春は「うぅ……」と弱り切って眉を寄せる。

　そして唇を震わせ、顔を真っ赤にして凱に訴えた。

「……く、九条くんのほうが気持ち良くしてくれた……っ」

「…………っ」

　その言葉が凱にどれだけの愉悦を与えたのか、小春は分かっていない。

「じゃあ、俺と榎並先輩と、どっちが大きいですか？」

　ニチャッニチャッと屹立を秘唇に滑らせ、腰を揺らしながら凱が尋ねる。

　そう言われた小春はおずおずと顔をもたげ、自分の秘部に押しつけられている凱の肉棒を見た。

「っおっき…………ぃ」

　本当は言わないつもりだったのに、目にした彼のサイズについ本音が口を突いて出た。

　それを聞いて凱は嬉しそうに微笑み、先端を蜜口に少し埋めてはクプンッと跳ねさせる。

「……っそ、そんなの入らない……っ」

「大丈夫ですよ。たっぷり解しましたから」

　泣き顔になる小春を見て、凱は愉悦に満ちた表情で微笑む。

　そして彼は小春の脚を広げ直し、内腿を撫でる。唇を舐め、再度肉竿に手を添えてから告げた。

「入れますよ」

　グプッと大きな亀頭が押し込まれ、粘膜が引き伸ばされる感覚に小春は息を大きく吸った。

「ん……、んン……」

　入り込むずっしりとした巨大な質量に、小春は口を引き結び、懸命に呼吸を繰り返す。

「小春さん、辛かったら声を出していいですから」

「……っうん……っ」

　凱は少しずつ屹立を前後させながら、確実に小春の最奥を目指して腰を進めていく。

「あぁ……っ、ん、……あぁ、あ……」

　裕樹のそれとは比べ物にならない大きさに、小春はゾクゾクと体を震わせ蜜壷全体で凱を感じる。

「っは……っ、小春さん、すっごいキツくて気持ちいいですよ……っ」

　熱の籠もった凱の声を聞き、小春はさらにキュウッと蜜壷を締め付けた。

「こんな極上の体、榎並先輩には勿体ない。俺が責任を持ってもらい受けたいです」

　凱が手を伸ばし、小春の頭を撫でてくる。

　そうされて、最近裕樹に頭を撫でられていないのを思い出した。

　親しい雰囲気はそのままに、ここ数か月裕樹とはずっと恋人らしい事をしていない。

　たまに食事をしても、そのあとは何もなく健全に帰宅するだけ。

　気持ちが離れているのだと、認めるのが怖くて小春はずっと「彼は忙しくて疲れているから」と自分に言い聞かせていた。

　――けれどもう、あの決定的な瞬間を見てしまった以上、誤魔化しようがない。

「……っうぅ……っ、うーっ」

　涙が次から次に溢れ、眦から耳のほうに伝ってゆく。

「泣かないで、小春さん。思い出させてすみません。……でも、だからこそ俺を見てくれませんか？　今あなたを抱いているのは、俺なんです！」

　凱は小春の腰を両手で掴み、ずんっと突き上げてきた。

「っひぁああぅっ！」

　微かな疼痛と強い悦楽が全身を駆け抜け、小春はつま先をピンッと伸ばして絶頂した。

「……っはは……っ。入れただけで達ったんですね？　可愛い……。小春さん、あなたは俺に愛されるために生まれてきたんですよ」

　凱はまた小春の頭を撫で、愛しげに目を細めてから目元の涙を舌で舐め取る。

　しょっぱい涙を口内で転がし、もう一度微笑んでから、彼は真剣な顔になった。

「小春さん。俺はあなたの気持ちを尊重したい。でも、榎並先輩の事を思い出して、泣いているあなたを抱く俺の事も考えてください」

　言われて、小春はハッと自分が残酷な事をしていたのに気付く。

「あなたが好きなんです。どうか……、卑怯だと承知の上で言いますが、榎並先輩を忘れて俺を選んでください。俺なら榎並先輩よりあなたを大切にしますし、もっと気持ち良くできます。将来有望と思えるように頑張りますし、あなたの隣に立つに相応しい男になります」

　切なげな瞳で訴えられ、小春の心がグッと傾いた。

「でも……っ、告白されて抱かれたから好きになるなんて、九条くんに失礼じゃない？　あっ……！」

　言った瞬間グッと突き上げられ、甘い声が漏れる。

「小春さん、お願いですから俺を名前で呼んでください。苗字で呼ばれるのは、会社だけで十分です」

　懇願され、小春は恥じらいながら彼の名前を呼ぶ。

「っ……が、凱……っくん」

「〝くん〟も要りません。恋人を呼ぶように、凱、って呼んでください」

「……凱」

　これ以上ないほど赤面した小春が小声で呼ぶと、彼はにっこり笑ってキスをしてきた。

「はい、小春さん」

　顔の角度を変えて何度もキスをされるうちに、体も心も凱で満たされていく気がする。

「始まりなんてどうだっていいんです。あなたが俺を好きになってくれれば、それでいい」

　最後にそう呟き、凱は「動きますよ」と告げて腰を揺らし始めた。

「ぅん……っ、あ、あ！　ん～っ、あ、……っあ、あぁ……っ」

　ヌプッヌプッとたっぷり蜜で潤った場所を、剛直が前後する音が聞こえる。

　明るい中で素肌を晒して恥ずかしいのに、凱は常に小春を褒めてくれていたからか、恥じらいを感じる間もなかった。

　気が付けば今まで得た事のない淫悦に満たされて、何度も絶頂した。

　そして嵐のように彼の想いを告げられ、小春の心の中で裕樹の姿は薄くかすれていく。

（……ごめんなさい……っ。私、もう、無理……っ）

　心の中で裕樹に向かって謝り、小春は両手を凱の首に回して力一杯抱き締めた。
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「凱……っ！　気持ちいい……っ」

　口に出した瞬間、体内で彼の分身がムクッと太く大きくなった気がした。

「俺も気持ちいいです……っ、小春さん……っ」

　それからグチッグチツと子宮口を亀頭で捏ねられ、小春は頭の中を真っ白にさせる。

「んーっ、あぁああ……っ、きもち……っ、気持ちいい……っ」

　先ほどとは異なる意味で涙が零れ、小春は自然と腰を揺らし自分から凱に擦りつけた。

　彼の下腹に摩擦されて肉芽が押し潰されると、ビリビリッと淫悦が迸って口から悲鳴が漏れる。

　しとどに濡れた場所を太い肉棒が前後して、聞くに堪えない淫音が立つたびに、小春は聴覚からも官能を刺激されていた。

「小春さん……っ、可愛い……っ、やらしい……っ。俺だけのものだ……っ」

　美しい凱が自分に対して夢中になっているのをどこか不思議に感じながら、小春は目を閉じて彼の体の温もり、律動に意識を集中させる。

　膣襞を雁首で引っかかれるとこの上なく気持ち良く、自然と腰が跳ね上がる。

　突き上げられるたびに揺れる乳房を凱に揉まれ、彼の手の大きさと掌の硬さに異性を感じる。

「小春さん……っ、好きだ……っ、好きです……っ」

　彼の動きとともに小春の裸身に彼の汗が落ち、慈雨のように感じる。

　自分の名前をこれほど愛しげに呼ぶ人がいただろうか、と思いながら、小春は「これが愛されているっていう事なんだ」と自分に言い聞かせる。

（幸せ……だ……）

　凱からの気持ちを素直に受け止めた瞬間、あれほど裕樹を想って苦しんでいた気持ちがフワッと軽くなった。

　気が付けば身も心も凱で一杯になり、小春は彼の事だけを感じて切ないまでの快楽に身を投じていた。

「凱……っ、凱……っ！　あぁ、あ、あぁーっ、ん、気持ちいい……っ」

　ベッドが軋む音に二人の荒い呼吸音、腰がぶつかる音にグチュグチュといやらしい水音。

　肌が摩擦し、性器が擦れ合い全身に耐えがたい愉悦が満ちる感覚。

　今まで味わった事のないセックスに耽溺したまま、小春は凱の名前を恋人のように呼び、夢中になって彼を求めていた。

　やがて凱の腰の動きが速くなり、ガツガツと叩きつけるように小春を穿ってくる。

「んぅっ、んーっ、ん、あぁ、あ、あ、あぁっ、あぁあ……っ」

　その烈しさに呼応して小春の嬌声も高くなる。

　上体を起こした彼が蜜を纏った指でヌルヌルと小春の陰核を撫でてきた途端、それまで体内で燻っていた愉悦が限界を超え、一瞬にして迸った。

「っあぁあああぁっ!!　駄目ぇっ！　それ駄目ぇ……っ!!」

　哀れっぽい声を上げ、小春はまた意識を真っ白にさせる。

　蜜壷はこれ以上ないというほどきつく痙攣し、凱の肉棒を吸い上げた。

「っ出る……っ」

　凱が声を上げ、小春を強く抱き締めてきた。

　そして嬌声を上げて口を大きく開いた小春にキスをし、舌をヌルヌルと絡めてくる。

「んぅーっ！」

　どこもかしこもガッチリとホールドされたまま、小春は避妊具越しに凱の絶頂を知る。

　膣内で彼の肉棒が大きく膨れ上がり、ビクンビクンと跳ねていた。

（凄い……、こんなの……初めて……）

　汗に混じった凱の柑橘の香りを吸い込みながら、小春は陶酔する。

　裕樹との行為は、感じているふりをしているうちに彼が射精し、「気持ち良かった」と言うと嬉しそうにする。そんなセックスだった。

　だが凱との交わりは、前戯だけでも何度も絶頂し、その上で大きな肉棒に快楽を上書きされ、これまで知らなかった快楽を得る。

　彼が絶頂した時、〝求められている〟事をひしひしと感じた。

（嬉しい……）

　両手を凱の背中に回し、小春はギュッと彼を抱き締めた。

　自分を求める凱の舌に応え、おずおずと舌を絡め返す。

　二人は興奮が鎮静するまで、繋がったままずっとキスをして求め合っていた。






　その日はまた、シャワーを借りる事になった。

　ランチはマンションの近くにあるモダンフレンチで、凱がコース料理をご馳走してくれた。

「私のほうが先輩だし、年上なんだから……」

　食事を終えて手洗いから戻ると、凱はすでに会計を終えたあとだった。

　慌てて財布を出した小春に、仕立てのいいジャケットを着た凱はにっこり笑う。

「小春さんはこれから俺の彼女になるんですから、驕らせてください。それに、嫌みに聞こえたら申し訳ないですけど、貯金は俺のほうがあると思いますよ。持ってるほうがご馳走するのが筋です。負い目を感じるなら、今度カフェで飲み物でもお願いします」

　そう言われ、小春も引かざるを得ない。

「分かった。じゃあ、カフェの時は好きな物を好きなだけオーダーしてね？」

「そんなに食べられませんけどね」

　少し意地になった小春の返事に、凱はおかしそうに笑う。

　そしてまた徒歩で彼のマンションまで戻ったあと、凱が車を出して家まで送ってくれた。

　今回乗せてくれたのは白い国産車だが、見た目からどっしりとして高級感があり、かなりハイグレードの車だとすぐに分かった。

　しかも駐車場には高級メーカーの外車が数台あり、それもすべて凱の物だと言う。

（どれだけ親が資産家なの!?）

　ただの後輩だと思っていたのに、〝一般人〟と言うには畏れ多く、段々不安を覚える。

　だが凱は終始態度を変えず、大型犬のように好意を剥き出しにしてくる。

　小春が住んでいる護国寺駅周辺までは、早くても三十分以上は掛かる上、休日なので道路が混み、車はゆっくりと進んでいる。

　特に急ぐ用事もないので、二人は車の中で何気ない会話を続けていた。

　一旦会話が止まったあと、小春はずっと考えていた事を口にする。

「……私、裕樹さんにお別れを言うね。凱に告白されて抱かれて、気持ちがグラついてしまったから……というのも大きな原因だと思う。でも三年付き合っていて思わせぶりな態度を取られて、結婚できると思っていたのに二股されていた……は、やっぱりキツい。私はもう二十七歳だし、結婚だってしたいって思ってる。友達はもう子供を産んでる人だっているのに、……これ以上待てない」

　心の中で考え続け、導いた結論が以上の言葉だった。

「後腐れないように、きちんと決着つけてきてください。納得するまで話し合って、きっぱり別れられたら、俺と正式に付き合いましょう。その方がお互い気持ち的にスッキリするはずです」

「うん、分かった。ありがとう」

　年下なので、勝手に凱の事を「子供っぽい人」と思っていた。

　だがその中身は想像以上に大人で、しっかりしている。

「凱、ありがとうね。……昨日の夜、ズタボロになっていたのに、凱がいてくれたから今は全然落ち込んでないの」

「それなら良かったです。もしもまた落ち込む事があったら、いつでも慰めますからね？」

「……ふふっ、ありがとう。でも、仕事中はこういうのを出したら駄目だからね？　仕事は仕事で、きちんと先輩後輩を貫かないと周囲に示しがつかないから」

「分かりました。仕事中は先輩後輩、終業後は恋人っていう秘密の関係も燃えますね」

　楽しそうに言われ、思わず小春は「もう」と笑った。

　自宅の賃貸マンションには十五時前に着き、凱に「ありがとう」と様々な気持ちを込めて礼を言った。

　走り去る車を見送ってから、小春は急に暑さを思い出し、ポストを確認してから帰宅した。

















第三章　雨に濡れて












　翌週の月曜日、小春は自分の気持ちの微妙な変化に気づいた。

　いつも出勤する時は「今日も裕樹さんと会える」とワクワクしていたものだ。

　それを今日は微塵も感じない。

　逆にあの女性の事を切り出し、別れを告げなければいけない気分の重さがある。

　しかし凱が自分を待ってくれていると考えると、頑張れる気がした。

「……よしっ、頑張りましょか」

　胸元まである髪を纏めると、小春は自宅マンションを出た。






「おはようございます」

「おはよう。雛沢さん」

　出社すると先に来ていた裕樹に挨拶をされ、小春はぎこちなく微笑む。

　それでもと決心を固め、裕樹に手招きをした。彼はすぐに来てくれ、一緒に休憩所に向かう。

「どうした？」

　そう尋ねる彼は、いつもと何も変わらない。

（いま話せば、仕事に影響が出るかもしれないからやめておこう）

「今日、終業後に少しお時間頂けますか？　お話したい事があるんです。すぐ終わりますので」

「分かった」

　裕樹は特に疑う様子もなく頷き、微笑む。

　その後、職場に戻ると凱が出勤していて、「おはようございます！　雛沢先輩」といつものように明るく話し掛けてくれた。

　彼の笑顔を見ただけで勇気づけられた気がして、気持ちが楽になった。

　裕樹に別れ話をするのは仕事が終わったあと、と気持ちを切り替え、小春はいつものように凱に新人教育として教えつつ、裕樹と三人で外回りに行くなど仕事に身を入れた。






　終業後、凱はいつものように「お疲れ様でした」と帰って行く。

　その姿を見送ってから小春は裕樹の様子をチラッと見て、そろそろ帰り支度を始めようとしているのに合わせ、自分もパソコンをシャットダウンした。






「話って何？」

　エレベーターホール前で自然と合流し、一階に降りるゴンドラの中で裕樹に尋ねられる。

「……ちょっと込み入った事なので、近くのカフェに入っていいですか？」

「いいよ。俺もコーヒー飲みたかったところだから」

　足を向けたのは、会社近くにある裕樹のお気に入りのコーヒーショップだ。

　外回りをして帰社する時、裕樹が「一旦休憩入れよう」と言って、ここでコーヒーをご馳走してくれた事が嬉しかったのを思い出す。

「いらっしゃいませ」とホールスタッフに挨拶をされ、席まで案内されると裕樹はいつもの豆のブラックコーヒーを頼む。小春はブラックが苦手なので、カフェオレだ。

　しばらく仕事やたわいのない話をしていたが、裕樹が腕時計をチラッと見たあと、「話って何か聞いていい？」と切り出してきた。

「……その。裕樹さんとのお付き合い、やめたいと思います」

　勇気を出して別れを告げ、小春はペコリと頭を下げる。

　ゆっくり頭を上げると、彼は思ってもみなかったのかポカンとした顔をしていた。

「金曜日の飲み会のあと、帰ろうとして銀座で裕樹さんが女性と歩いているのを見たんです。それだけなら、お知り合いの人なのかなと思うだけで済んだかもしれません。……誰なのか知りたくて見ていたら、日比谷の五つ星ホテルに入る途中で、路上でキスしていたじゃないですか。……私はたった一人の本命じゃないんだな、と思って、……もう無理だと感じました」

　声が震えてしまったが、きちんと伝えられた。

　ドキドキしながら小春は息をつき、気持ちを誤魔化すためにカフェオレを一口飲む。

　裕樹はしばらく頬杖をついて外を見ていたが、やがてぞんざいな溜め息をついた。

「小春が浮気を疑って、俺をつけ回す女だったとはね」

「！」

　つけ回す、とあたかも悪い言い方をされて、胸の中がザワリとする。

「確かに女性と一緒にいたけど、俺とその人がどういう関係かとか、深く考えもせずに浮気だって決めつけたんだ？」

「え……」

　もしかしたら自分が、とんでもない勘違いをしている可能性もあると思い、小春はギクリとする。

　だがもう遅く、裕樹は今までになく冷たい目で小春を見ていた。

「……もういいよ。せっかく小春との未来について、今年中には結論を出したいと思っていたけど……。小春がもう無理だと思うなら、いいよ。別れよう」

「…………」

　自分が裕樹を疑わずに待ってさえいれば良かったという言い方をされ、小春は裕樹の浮気に確証が持てなくなった。

　目の前が真っ暗になり、時間すら止まったように感じる。

　けれど一度口にした言葉は覆せない。

　呆然としている間に、裕樹は荷物を持って立ち上がる。

「今までありがとう。小春とはとても相性が良かったと思うよ。小春とならいい未来を築けたかもしれない。……でもそれも今日で終わりだな。仕事は私情を抜きに、これからも宜しく。俺は上に掛け合って小春とコンビを組んでいたけれど、小春も一人前になってきたし、そろそろ解消かもな」

　そう言って裕樹は伝票を掴み「コーヒー代は払っておくよ」と言って去っていった。

　放心している間、彼が会計を済ませて店を出て行くのが見える。

（これで……合ってたの？）

　自分に問いかけても、正解は分からない。

　いつまで呆けていたのか、気が付けば窓の外では雨が降っていた。

　予報では曇りのち雨で、十八時過ぎから雨との事だった。降る前に帰ればいいと思っていてから、傘は持ってきていない。

（濡れちゃうな……）

　ぼんやりと考えながら腕時計を見ると、もう十九時になろうとしていた。

（いつまでもお店にいたら迷惑になる）

　考えて財布を出しかけ、裕樹が支払ってくれたのを思い出す。

（これで本当に良かったのかな）

　外に出ると強めの雨が降っていて、道行く人は全員傘を差している。

　小春は走ってカフェから駅に駆け込み、浅草線に乗って新橋駅まで向かった。

　なぜ自宅のある護国寺駅から離れた、新橋まで行ってしまったのかは分からない。

　ただ本能的に、少しでも凱の住まいに近い場所に行きたかったのかもしれなかった。






　駅は一駅違うが、この付近に来ると金曜日の事が脳裏に蘇る。

　裕樹と女性が入ったホテルは以前から憧れていて、レストランやアフタヌーンティーを利用したいと以前から思っていた。

　けれどもう、暗い思い出がある場所に近付きたくない。

　ホテルは何も悪くないのに、自分の勝手な都合で悪者にしてしまって申し訳ない。

　小春はぼんやりと新橋にあるバーのカウンターに座り、チーズとドライフルーツをつまみにカクテルを飲む。

（私、何してるんだろう……）

　もしかしたら、黙って待っていれば裕樹と結ばれる未来があったかもしれない。

　彼とあの女性は、異性の関係ではなかったかもしれない。

　様々な思いが胸をよぎるが、今になってはその真実を求める権利もない。

　凱がまっすぐな、眩しい笑顔で「待ってますね」と言ってくれたのに対しても、自分は応える資格がないように思える。

　何に反省して、これからどうすればいいのか分からない。

　待っていてくれている凱と付き合うつもりだったのに、裕樹を誤解していたかもしれないと落ち込む自分を、どっちつかずで最低だと思う。

（裕樹さんを簡単に切れると思っていたのに、あんな別れ方をしたら『自分が悪かったのかも』って思ってしまう。……それなのに凱に乗り換えるなんて……）

　ズブズブと「自分が間違えていた」という思いに囚われ、前向きになれない。

　どうにもならなくて懊悩おうのうしていた時、カウンターの上に置いていたスマホが通知を告げた。

　溜め息をつきつつアプリを開くと、凱から『今どこですか？』とメッセージが入っている。

　彼の大型犬のような純粋な好意を思い出し、何でも忌憚なく言う性格も相まって、今の自分の背中を押してほしいと思った。

『新橋駅近くのバーにいる。会いたい』

　店の名前を教えると、すぐに『いま行きます。待っててください』と返事があった。






　そのまま三杯目のカクテルに突入し、五杯目をオーダーした頃になって店にデザインＴシャツとテーパードパンツ姿の凱が入ってきた。

「小春さん」

　彼はカウンターに座っている小春を見つけると、歩み寄って笑顔になる。

　けれど小春の浮かない顔を見て、その笑顔が苦笑いに変わっていく。

「榎並先輩と話し合いをした……と思っていましたが、上手くいきませんでしたか？」

　凱は隣のスツールに座り、バーテンダーにハイボールを頼む。

　小春はしばらくバーテンダーの手元を眺めてから、ポツポツとカフェであった事を語り出す。

　凱は黙って聞いてくれ、途中で出されたハイボールを口にした。

「スムーズに別れられたのは、良かったんじゃないですか？」

「そう……なんだけど。大人しく待ってなかった私が悪かったのかな……って、考えてしまって」

「もし待っていて榎並さんから何らかのアプローチがあったなら、あの女性の事を不問に処して、結婚を考え付き合いを継続できますか？　見て見ぬふりができますか？」

　凱に尋ねられ、小春は銀座の街を仲よさそうに歩いていた二人を思い出す。

　キスをした現場を見て胸が苦しくなったし、どう見ても恋人同士に見える裕樹と女性を、なかった事になどできない。

　無言で首を横に振ると、凱が「でしょう？」と小春の背中をポンポンと叩く。

「一旦何かに引っかかると、大体駄目になるんですよ。気にならない、信じ抜くっていう人は、途中で止まらないものです。……厳しい言い方で悪いんですが」

「ううん。ハッキリ言ってくれてありがとう。凱が『待ってる』って言ってくれたのに、私すぐ惑わされて駄目だね。……ガッカリしなかった？」

「いいえ？　三年も付き合っていて、スッパリ別れるなんて無理でしょう。三年あったなら、別れがたくなる情が湧いて当たり前です」

　凱に否定されず、小春は自分を「狡い」と思いつつも安堵する。

「それに、気になるんですが……。榎並先輩、小春さんに一言も『結婚』と言わなかったんですよね？　俺には『結婚』と言わず『未来を考える』と言って、言葉を誤魔化しているように思えました。本気で将来を考えていたならもっと本気で引き留めるでしょうし、結婚という単語も口にするはずです」

　言われて小春は「あ……」と思い出す。

　確かに裕樹は一度も結婚と言わなかった。

「小春さんの付き合っていた人を悪く言って申し訳ないですが、榎並先輩は真実を言われて自分が悪者になるのを避けるため、あえてそう言ったんじゃないでしょうか。榎並先輩はエリートですし、自分を悪者にされるのを恐れるタイプに思えます。小春さんの性格を見越した上で、『そっちにも非がある』と言って小春さんに自責の念を与えたのでは……と」

「……そう、なのかな……」

　自分一人ではただ落ち込むしかできなかったが、凱に客観的に言われて気付いた点もある。

　少なくとも、凱の言葉を聞いて救われたと思った。

「ありがとう」

　微笑んで、五杯目のカクテルであるスカーレットオハラを飲む。

「それを飲んだら出ましょう。顔、赤いですよ。っていうか、ちゃんと食べてから飲みました？　空きっ腹に酒入れたら悪酔いしますよ？」

　甲斐甲斐しく世話を焼かれ、ありがたくて微笑もうとしたのに、なぜだか涙が零れてしまった。

「……あれ？」

　自分でもなぜ涙が出たのか分からず、小春はマスカラが落ちないように目を擦ろうとする。

　――と、「はくしゅんっ」とくしゃみが出た。

　それを見て、凱は深々と溜め息をついた。

「はい、見たところ雨に濡れて冷えたんですね？　うち来て温まってもらいますよ」

　小春の髪の湿り具合を再び確認すると、凱は心配そうな顔をしつつ、優しく微笑んだ。

　それから彼は近くまでハイヤーを呼ぶと、小春の分も会計を払ってくれた。






「何か……ごめん。またご馳走してもらって」

　スツールから下りて店を出ようとすると、思ったよりフラフラする。それを凱が「やっぱり……」と言いながらも支え、一緒に歩いてくれる。

　しっかり腰を支えてもらいながら歩いてハイヤーに乗り込むと、車はまっすぐ凱のマンションに向かった。






「小春さん、あとからじゃ効果がないかもですが、何か胃に入れてください。うどん作ります」

　小春をマンションに上がらせたあと、凱はそう言って冷蔵庫から具になる野菜などを取り出す。

「だ、大丈夫だよ？」

「いいから言う事聞いてください。あと、小春さんがうちで楽に過ごせるよう、ルームウェア買いましたから、それ着てください。きっと楽ですから」

　さらに彼はクローゼットからマキシワンピースを出し、レディースのルームシューズと一緒に小春に差し出した。

「え？　か、買ってくれたの？」

　驚きながら受け取ると、彼は嬉しそうに笑う。

「これから小春さんと一緒に過ごせるなら、うちでもリラックスできるようにしたほうがいいでしょう？」

「あ、ありがとう」

　受け取ったマキシワンピースはシンプルながらも小春好みで、生地の触り心地もいい。

「その前にお風呂入らないとですね。用意してきます」

　何か言う前に凱はバスルームに向かい、風呂を沸かすためのボタンを押して戻って来る。

「凱……お母さんみたい」

　思わずそう言うと、彼は「はぁ？」と目をまん丸にして呆けたあと、「参ったなぁ」と笑い出した。






　結局、凱は「温かい汁のうどんだと暑くなるだろうから」と言って、野菜たっぷりの焼きうどんと、玉子スープ、ほうれん草のおひたしを作ってくれた。

　小春はその前にルームウェアに着替えさせてもらい、少し濡れた髪をタオルで拭いた。

　着ていたパンツスーツとシャツは、凱が「明日の朝には返しますから」と行ってどこかに持って行ってしまった。

　そして今、二人はダイニングテーブルに向かい合って少し遅い夕食をとっている。

「凱って料理上手なんだね」

「普通だと思いますけど？　凝った物はできませんし」

「でも料理男子って感じがする。とっても美味しいよ」

「それはどうも。……うーん、ＮＹにいると外食できる店やデリも沢山あります。でもやっぱり、ワンパターンになりがちなんですよね。だったら食材をそろえて自分好みの料理を作ったほうがいいかな……って」

「あぁ！　それは分かる。私も入社したての頃に三か月ＮＹに研修に行ってたの。アジアンフードは手軽に食べられるけど、日本食は割高なんだよね。それでいて本当の日本食と比べると『ちょっと違う……』って思う事も多くて。ファストフードにハラルフード、ダイナーと色々食べる所はあるけど、やっぱり自炊が一番……ってなっちゃう」

　アメリカのスーパーマーケットは、日本のそれより何倍もの広さがある。加えて食品のサイズも大きく、あちらの人は大量に買って大きな冷蔵庫に保管しているらしい。

　意外と日本の米や味噌、調味料なども売っているので、自炊して自分の口に合う物を作ろうと思えばできる。

　海外研修が数週間なら、少し長い観光気分でいられただろう。

　だが小春は三か月滞在していたので、ずっと外食ではすぐ破産してしまう。なので一緒にＮＹに行った同期と共に、スーパーマーケットで買い物をし、自炊をして食べる……という生活をしていた。

「そうだよね。それだったら自炊ができて、こんなにご飯が美味しくても頷けるかも」

　焼きうどんとスープ、おひたしはペロッと食べてしまい、今は凱が麦茶をグラスに注いでくれている。

「はぁ……。美味しかった……」

「そうですか？　良かったです」

　食事をしたからか、体が内側から温まっている。

　雨に打たれて少し寒気を感じていたが、着替えと食事のお陰で今は調子の悪さも感じていない。

　小春はリビングのソファに座り、満たされた気持ちになっていた。

　やがてお腹がこなれた頃になって風呂に入らせてもらう。

　しっかり温まって気持ちも切り替えて脱衣所に上がると、そこにはやはりコンビニで買ったらしい新品の下着が置いてあった。

　下着を買ってきてもらうなんて、正直恥ずかしい。

　けれどこれから凱と付き合う事を考えると、彼さえいいと言ってくれたら、世話を掛けさせないように、私物を少し持ち込ませてもらう事も検討した。






　凱も風呂に入って二人でアイスを食べたあと、今夜もまた彼の寝室に泊まらせてもらう事になった。

「小春さん……、いいですか？」

　眠ろうとしていたが、凱に小さく声を掛けられて小春はドキッと胸を高鳴らせる。

　今も凱が用意してくれたパジャマを着ているのだが、その布越しに胸の上に彼の手が置かれた。パジャマと言ってもＴシャツと、ホットパンツだ。

「……したいです」

　小さな声で求められ、思わず彼の方を見る。

　キングサイズのベッドには、小春の分も枕が用意されていた。隣の枕に頭をのせた凱が、薄闇の中でこちらを見つめているのが分かる。

　もう片方の手で手を握られ、指を絡められた。

　数日前に彼に抱かれた気持ちよさを思い出し、自然と体が燃え上がった。

（でも、裕樹さんと別れたばかりだし……）

　それではあまりにも尻軽のようで、即答するのは憚られる。

「駄目ですか？」

　凱が尋ね、彼の手も主の意思を表現するように、小春の指に絡んでは指の股をスリスリと撫でてくる。

「でも……」

「理由があるなら教えてください。納得したら諦めます」

　凱の言葉を聞き、小春は少しためらってから思っていた事を口にする。

「今日、裕樹さんと別れてきたばかりなのに、じゃあすぐ凱と……って、何か違うような気がして」

「俺はまったく気にしませんけどね？　むしろ小春さんがフリーになって嬉しいです」

　やはり凱は自分の気持ちを押し隠さない。

　そのストレートさをどこか羨ましく思うが、小春としては複雑だ。

「私、尻軽みたいじゃない？」

「そんな事、誰が言ったんです？　俺は言ってませんよね？」

　凱は小春のほうに寝返りを打ち、見つめてくる。真剣味を帯びた目に戸惑っていると、彼は小春の両手を握ってきた。

「そう考えているのは、小春さん自身じゃないですか？」

　言われて図星だと思い、小さく頷く。

「……そう、かも。……もしかしたら、誰かに責めてほしかったのかも」

　本音を受け入れた小春を見て凱は微笑み、彼女を抱き寄せてきた。

「小春さんはまじめだから、榎並先輩に『そっちにも非がある』って言われて気にしてるんですよね？　でも俺にはそう思えません。どうかあなたを傷付ける人の言葉を鵜呑みにせず、あなたを大切にして、愛そうとする俺の言葉を信じてください」

　優しい凱の囁きを聞き、手の甲にキスをされ、ずっと心の中で凝っていた感情がほどけようとしていた。

「……っ、私、悪くない……かな」

「悪くありませんよ。あなたはずっと榎並先輩に一途だった。浮気をしたのはあちらです」

　肯定され、一度は収まったはずの感情の波がまた押し寄せてきた。

「……っ悔しかったの！　本当は『あれは違うんだ』って言い訳してほしかったのかもしれない。でも裕樹さんは終始冷静で、開き直っているようにも感じられた……っ。それが悔しくて、私といつ別れてもいいと思っていたように取れて……っ」

「要領のいい人は、波風立てないようにするのが上手ですからね。相手に恨まれず、修羅場を起こさないのが、本当の遊び人なのかもしれません」

　凱はいつになく裕樹を悪者にしているように思えた。けれど感情を高ぶらせた小春はその事について深く考えられず、ただ彼に縋って肩を震わせるしかできない。

「ねぇ、小春さん。俺の体を使って嫌な事を忘れましょうよ」

　チュッと小春の涙を唇で吸い取り、凱が誘惑してくる。

　小春は潤んだ目で彼を見て、苦笑ともつかない表情で笑った。

「……凱ったら、ただしたいだけなんじゃないの？」

「そうかもしれません。言ったでしょう？　俺はあなたの弱みにつけ込む卑怯な人間だって」

　そう言って凱は起き上がり、小春の上に馬乗りになってくる。

「……卑怯な人は自分の事をそう言わないと思うけど」

「信用させるために、わざと言ってるんですよ」

　二人の会話はまるで言葉遊びだ。本音を探り合い、その奥にある真心と欲を見つけようとする。

　凱は小春のＴシャツを脱がせ、ホットパンツも下着ごと引き下ろしてしまう。

「俺を利用してください。小春さんを気持ち良くさせる場所は心得たつもりです。気持ち良くなって、嫌な事は全部忘れて、これから俺と生きていくんです」

　サラリと髪を撫でられ、小春はうっとりと目を閉じる。唇に凱の親指が触れ、輪郭をたどってから優しいキスが訪れた。

「ん……ぅ」

　節くれ立った男の手に乳房を揉まれ、小春はお腹の奥に早くも熾火ができたのを感じる。素肌を凱の少し硬い掌が摩擦するのが気持ち良く、ゾクゾクしてきた。

　まだ柔らかい乳首を何度か指先で擦られるうちに、そこはぷっくりと勃ち上がってくる。

「ぁ……ん、……あぁ……」

　太腿を割られ、その間に凱の腰が入ってくる。

　彼は下着ごとハーフパンツを脱いでしまうと、避妊具を被せ、すでに芯を持っている屹立を小春の太腿や下腹部に押しつけてきた。

「あぁ……」

　――求められてる。

　凱に触れられると、心の底からそう思えて愉悦が満ちる。

　裕樹に裏切られた心の傷があるので、凱をすぐ信じていいのか疑う気持ちもあった。

　けれど彼が忠犬のように「小春さん」と何でも従ってくれ、素直な笑顔を見せてくれるのを見ると、心から「可愛い」と感じる。

　男として頼りがいのある面も見せ、弱っているところを慰めてくれ、そのまま彼に身を預けてしまいたくなる。

（不思議な人だな……）

　凱に唇と言わず、顔中、首筋や肩、胸元にまでキスをされ、気持ちがフワフワしてくる。彼の両手でも優しく全身を愛撫され、知らずと切ない吐息が漏れた。

「綺麗です、小春さん。誰よりも美しいです」

　まだ秘部には触れず、全身をくまなく撫でられているだけなのに、触れるか触れないかのタッチで小春は官能を覚え、か細い声を上げる。

「あ……っ、ん、……んぅ……ぁ……」

　裕樹と違って、凱はあまりに優しい触れ方をする。

　これ以上ない宝物に触るような手つきで、少しずつ確実に小春の官能を高めてきた。

　正直、キスをされ、体に触られるだけでこんなに感じると思っていなかった小春は、凱の愛撫に未知数の恐れすら感じている。

「……気持ち……いい……」

　思わず漏れた言葉に、凱は小さく笑って小春の乳首をチュッと吸い上げた。

「嬉しいです。もっと沢山感じてください」

　さらにそのあとも凱は小春の肩や二の腕も撫で、指の一本一本に丁寧なキスを落としていく。胸元だけでなく腹部にも口づけ、体をひっくり返して背中にもしつこいほどにキスをした。

「あぁ……っ、ん、……あぁ、……あ……」

　小春はすっかり蕩けた顔になり、体の内部でジクジクと疼く熱を持て余している。

　秘部はたっぷり潤んで蜜を零しているのが分かり、早くそこに触れられたくて堪らない。

「ねぇ……っ、…………お、お願い……っ」

　凱に触れてほしくてねだったが、彼は「ん？」と微笑んで小春の腰やお尻にキスをするだけだ。

「っひぁ……っ、あ……っ」

　お尻の肉を甘噛みされ、小春の腰にビリビリッと甘い痺れが走った。もう秘部は潤みに潤んで彼の挿入を望んでいるのに、凱はいまだ花弁に触れようとしない。

（～～～～我慢できない……っ）

　脳内をグツグツと欲で煮えたぎらせた小春は、力の入らない目でキッと凱を睨み、彼をベッドの上に突き飛ばした。

「……っ、小春さん？」

「～～～～もうっ、い、……意地悪……っ」

　驚いた顔をした凱の上に小春は跨がり、真っ赤な顔で彼を睨みながら張り詰めた肉茎に手を添えた。

「ま、まだ解してないでしょう！」

「いいのっ」

　ここまで強気に出る事ができたのは、まだ体に少しアルコールが残っているからだろうか。

「慰めてくれるんでしょう？」

　凱を見て蠱惑こわく的に微笑んだあと、小春は彼の亀頭を蜜口に押し当て、ゆっくり腰を沈めていった。

「んっ！　……ん、ん……ぁ、あー……、おっき……ぃ……」

　凱の愛撫で潤んで柔らかくなっていた蜜壷は、ヌプヌプと剛直を呑み込んでいく。

　けれどある程度までいってから、小春の腰は止まってしまった。

「あれ？　……ん、んっ」

　焦って凱の腹部に手を当て、小春は懸命に腰を揺する。

「……もぉ、小春さんは仕方ないな」

　熱を孕んだ凱の声がしたかと思うと、彼は小春の腰を両手で掴み、下から突き上げると同時に彼女の腰を上から押しつけた。

「っきゃぁああ……っ!!」

　どちゅんっと最奥まで太くて大きなモノに突き上げられ、目の前に星が散ったかと思った。

　あまりの衝撃に口をはくはくさせている小春を見て、凱は「可愛い人だな……」と笑い、抱き寄せてキスをしてくる。

「んぅ……ん……」

　口を開かせられたかと思うと、口内に凱の舌が侵入してきた。それを迎え入れてしゃぶり、舌を絡め返していると、どんどん淫らな気持ちになってくる。

　口元でいやらしい水音が立っているのに、下腹部からも凱が腰を揺らすたびにグチュグチュと音がする。

（何これ……っ、やらしい……っ、ん、上と下で……っ）

　しかも凱は両手で小春の背中や腰を撫で続け、痺れに似た疼きがさらに高まる。加えて尻たぶをギュッと両手で掴まれた瞬間、小春は蜜壷で思いきり彼を締め付けた。

「んぅーっ！」

　ジュッと彼の舌を吸い上げたまま、小春はくぐもった声を漏らしながらピクピクと蜜壷をわななかせる。

「あ……、は……っ、小春さん、締めすぎ」

　銀糸を引いて唇を離した凱が笑い、彼女の頭を撫でてから、ゆっくり下から突き上げてきた。

「んぅ……っ、ん、あぁ、あ……っ、やぁっ、わ、私が……っ、する、のに……っ」

　最初の予定では騎乗位で主導権を握るつもりだったのに、凱に動かれては気持ち良くて呑まれてしまう。

「そうですか？　じゃあどうぞ動いて？」

　楽しそうに言われ、小春はまた蕩けた目で彼を睨み、小さく腰を揺らす。

　体を上下させるたびにクチュックチュッと音が立ち、淫らな気持ちが加速してゆく。

「気持ちいい所を探してみてください」

　言葉で誘導しながら、凱は手を伸ばして下から小春の乳房を揉んできた。

「下から揉むと、胸の重量感が分かっていいですね。それに小春さんが動くたびに、巨乳がユサユサ揺れて迫力があります」

「や、やだぁ……。もぉ……」

「少し前屈みになってくれませんか？　舐めたいです」

　いやらしいお願いをされ、小春は赤面したまま言う事を聞く。

　凱の口元に乳首が当たると、彼はそれをチュパチュパと吸い立ててきた。さらに重力で釣り鐘状になった乳房を揉み、左右から集めてそれぞれの乳首に舌を這わせる。

「っんあぁああ……っ、あ！　そ、それ……っ、おかしくなる……っ」

　温かい舌で乳首を舐められるたび、強烈な淫悦がこみ上げて新たな蜜を溢れさせる。官能を得てふっくらと潤んだ蜜壷は、もうぴったりと凱の陰茎に吸い付き締め上げていた。

　前屈みになっているせいか、陰核を彼の下腹に擦りつける事になり、小春は無意識に快楽を求めて腰を揺らしている。

「……気持ちいい……っ、あぁ……あ……きもち、……ぃ……」

　その動きで気付かれたのか、乳首から口を離した凱がニヤッと笑った。

「気持ちいいのはココですか？」

　そう言って彼は親指の腹で、小春の陰核を撫で始めた。

「っあぁあああぁ……っ！」

　それまで自分で少しずつ育てていた淫悦が、強制的に解放されて小春は声を上げる。

　蜜壷で太い肉棒をギュウギュウと締め付けながら、小春は体を激しく震わせて絶頂した。

「……っは、ぁ、……食い千切られる……っ。たまんない……っ」

　凱は荒々しい呼吸で射精感を堪えたあと、小春の腰を両手で掴んで下からズグズグと突き上げてきた。
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「んぁあああぁっ！　ま、まだ達ってるのにぃ……っ」

　小春が哀れっぽい声を上げて抵抗したのに対し、凱も我慢できない顔をする。

「小春さんの体が気持ち良くて無理なんです……っ。一回、達かせてください……っ」

「そんなぁ……っ、あ！　――あぁ、あ、あ……っ、あぁああぁ……っ」

　最奥に何度も亀頭を叩き込まれ、小春は目を閉じて本能の声を漏らす。背中を丸めて気持ちよさを我慢しているうちに、すぐに愉悦がこみ上げて限界を超えた。

「だめっ、だめぇ……っ！　あっ、あぁあああ……っ！」

　下腹部から全身に回った甘い毒に似た悦楽が、小春の頭を真っ白に染め上げる。

　ガクガクと震えながら小春は愛潮を凱の腹部に漏らし、脱力して彼の体の上に倒れ込んだ。

「小春さん……っ！」

　柔らかで華奢な肢体を力一杯抱き締め、凱は目を閉じて彼女の香りを吸い込み、猛然と腰を使った。

「あぁあ……っ、あぁ、あ、あぁーっ！」

　どちゅどちゅと最奥を穿たれ、小春はあまりの気持ちよさに涙を流し、口端から涎を垂らす。力の入らない両手で凱にしがみつき、荒い呼吸を繰り返す間に、彼から立ち上る柑橘の香りをうっとりと吸い込む。

　――気持ちいい。

　――もう、どうなってもいい。

　陶然としたまま、凱の下腹に敏感な肉粒を押し潰されて小春は何度も現実と白い世界を行き来する。

　やがて蜜壷の中で凱の欲棒が膨れ上がったかと思うと、彼が食いしばった歯の隙間から低いうなり声を出した。

「小春さん……っ、愛してる……っ」

　力一杯抱き締められたあと、彼の肉棒が膣内で跳ね、白濁をドプドプと避妊具に吐き出しているのが分かった。

「んン……っ」

　避妊具をつけているのに、小春は凱の絶頂を感じただけで、彼が自分の体内に直接精を吐いた妄想をした。

　ハァハァと荒い呼吸を繰り返し、気だるい余韻に浸りながら、仮にそうなってもまったく嫌ではないと思う自分に気付く。

「小春さん……キス……」

　欲を吐き切って気力を失っているだろうに、凱は小春の頭を引き寄せ深く口づけてくる。

（一人で気持ち良くなって、私を放ったらかしにしていた裕樹さんと、全然違うな……）

　小春の心の中で、もう裕樹の影は消えていた。

　最後に傷付けられ、自責の念を抱かされた爪痕は残っているものの、もう裕樹を恋人として想っていた気持ちはなりを潜めている。

　彼と結婚したいと一時は強く望んでいたものの、今は凱が自分を強く望んでくれる想いに応えたいと思っていた。

　裸の胸元が密着した間で、二人分の鼓動がドクッドクッと高鳴っている。

　その音と少しずつ収まっていく呼吸音、汗が流れる感覚に滑らかな肌の感触。

　すべてを愛しいと思いながら、小春は目を閉じ、いつの間にか眠ってしまっていた。

















第四章　修羅場












　翌日、裕樹と会社で顔を合わせても、彼はいつも通り振る舞ってくれた。

　裕樹の目の前で後輩指導……として凱と話すのはどこか勇気が要る。

　けれど裕樹は自分と凱の関係を知るはずもないので、なるべく気にしないようにして仕事に身を入れた。

　会社では凱は変わらず〝人なつっこい後輩〟でいてくれる。

　だが「雛沢先輩！」と事あるごとに小春にくっついて回るのはそのままで、周囲からは完全に〝九条の飼い主は雛沢〟という事にされていた。

　同僚の美代は凱との関係を聞きたがり、週末に凱も含めて居酒屋に誘われた。

「ちょっと、二人の関係ってどうなの？　ただの先輩後輩には思えないんだけど」

　美代はニヤニヤ笑いながら尋ね、小春の隣に座っている凱にも意味深な視線を送る。

「えーっと……」

　言葉を濁そうとする小春の様子を見てから、凱はケロリとして言ってのけた。

「俺たち、付き合ってますけど？」

「えーっ!?　やっぱり!?」

　美代は大興奮し、小春は目を剥いて凱の腕を叩く。

「ちょっと！」

「だっていいじゃないですか。小春さんは今、俺一筋なんですよね？　噂されて困る人だっていない訳だし、これからの事を考えるなら、周りに知ってもらってもいいんじゃないかなー？　って」

　その開き直った様子に小春は言葉を失い、逆に美代はビールのジョッキ片手にケタケタ笑い出した。

「面白い！　九条くんって面白いねぇ！　私、こういう堂々とした新人好きよぉ」

　完全にご機嫌になった美代は、運ばれてきたばかりの鉄板焼きの肉を凱に勧める。

「そうですか？　ありがとうございます。応援してくださいね」

　ニッコリ笑った凱を見て、美代は「もちろん！」と元気よく答え、二人してハイタッチをしている。

「いやー、しっかし小春はてっきり榎並さんかと思ってたんだけどね？」

「えっ？」

　ギクッとして焼き鳥を持った手を止めたが、美代は気にせずハムカツを一つ自分の皿に載せる。

「榎並さんには、うちらが入った時からよくしてもらってたでしょ。格好いいし仕事できる人だし、私もいいなーって思ってたけど、競争率高そうだったから早々に諦めたけどね」

　そう言ってハムカツに齧かじり付いた美代に、小春はおずおずと聞く。

「榎並さん、競争率高そうだったの？」

　モテそうなタイプとは思っていたし、彼がバレンタインなどに贈り物をされていたのも知っていた。

　だが実際に社内の誰かが裕樹に告白したという、決定的な話は聞いていなかった。

「んー、何か噂なんだけどね？　結構手広くやってるみたいだよ？　確実に〝誰と付き合ってる〟とは言い切れないんだけど、会社からかなり離れた場所で、別の部署の子とデートしてたのを偶然見た……とか。あとは経理の子と鎌倉デート？　それに給湯室でうちの部署の綺麗どころと仲よさそうに話してるのはいつもの事だし……」

「…………」

　営業部の給湯室で、目立つ感じの女性社員とよく話していたのは、小春も知っている。

　けれど裕樹からは「ただの世間話だよ」と言われて信じていた。

　だが鎌倉デートや他の部署の女性とデート……は、初耳だ。

「そ……そうなんだ……。知らなかった……」

（今は……もう関係ないし……）

　内心冷や汗を掻きつつ気のない返事をする小春だが、隣で凱が見ている事には気付かない。

（でも、銀座で見た女性は凱が言うにはジャパンスフーズミートの社長令嬢なんでしょ？　どう考えても彼女が本命……。だったら本命がいながら、あちこち手を出してつまみ食いしてたって事？）

　そう考えると、急に裕樹への不信感が募り、嫌悪まで増す。

「まぁ、モテそうですしね」

　隣から凱の声が聞こえ、小春はハッとして現実に戻る。

　彼は餅ベーコンに手を伸ばし、美味しそうに頬張っている。

（そうだ。私には凱がいるんだし、裕樹さんとはもう関係ないし……。悩むのはやめよう）

　彼の存在に励まされ、小春はそのあとも親友と凱の三人で楽しく飲んだ。






　凱は美代に、自分と小春が付き合っている事を秘密にするように言わなかった。

　だからなのか、翌週の間には営業部の間に小春と凱が付き合っているという噂が広まっていった。

　仕事をするのに〝先輩、後輩〟を貫いてきたのに、周囲からの視線が辛い。

　一部の人は「仲いいと思ってたらそうだったんだ」と温かく見守ってくれたが、女性社員の一部からは「狙ってたのに……」と厳しめの視線があるのも事実だ。

「ドンマイ。そのうち収まるでしょ」

　手洗いで美代に励まされ、小春は「そうなるのを願うしかないよ」と苦笑いしたのだった。






　だがその噂は裕樹の耳にも入ったらしい。

　九月の最後の週の金曜日、凱は先に帰宅し、小春も仕事を終えて帰ろうとしている。

　土日にゆっくり泊まりがけでデートする予定が入っているが、凱は今夜は用事があるようだ。なので小春はこれから自宅で寛ぎ、風呂に入って疲れを癒やすつもりだった。

　裕樹とはもう個人的な話をするつもりはなかった……のだが、たまたま帰りのエレベーターで一緒になり、二人きりになって気まずくなる。

「最近、九条と仲がいいみたいだな。……っていうか、付き合ってるって？　手が早いな」

　何事もないように……と思っていたのに、そう言われて小春は胸を痛ませる。

　どう返事をしたらいいか分からず言葉を選んでいると、裕樹が続けて言う。

「俺と別れたばっかりなのに、腰が軽いもんだな」

「ゆ、裕樹さんだって他に女性がいる癖に」

　言い返して彼を見上げると、今までに見た事のない冷たい目で睨まれた。

「！」

　ギクッとした時、エレベーターが一階について小春は慌ててエントランスホールに向かう。

　ＩＤカードを機械に読ませて早くビルを出ようと思った時、裕樹に腕を掴まれた。

　周囲には人はおらず、ビルの外にせわしなく歩く人が見えるだけ。

「あいつともうヤッたのか？」

　下世話な事を聞かれ、小春は彼を睨み上げた。

「そんなの、裕樹さんに関係ない。私は裕樹さんと別れてから九条くんと付き合ったもの。色んな女性をつまみ食いしてるあなたと一緒にしないで」

　高圧的な態度を取る裕樹に、一矢報いたくて言い返したが、彼の目に冷たい光が宿って自分が地雷を踏んだと察した。

「ちょっと来い。色々話をする必要がありそうだ」

「や……っ、やめてください！　もう裕樹さんとは関係ないはずです！」

「うるさい！　この淫乱が！」

　裕樹が怒鳴った時、正面玄関の自動ドアが開き、人が入ってきた。

　まさかこの時間に会社に入ってくる人がいると思わず、二人ともギクリとしてそちらを見やった。

「「えっ……」」

　奇しくも、小春と裕樹の二人から同じ声が漏れる。

　小春の視線の先には、昼間とは違うスーツに身を包んだ凱がいる。髪もいつもと違う感じにセットしていて、まるで別人だ。

　その隣には、銀座で裕樹と歩いていたあの女性がいる。

　あの時は遠目からだったので自信はないが、小春の女の勘が「同一人物だ」と訴えていた。

　彼女は艶やかな髪を緩く巻き、青地に白い花柄の上品なワンピースを着ていた。手に持っているバッグには目立ったブランドロゴはないが、恐らく高級な物だろう。

（どうしてあの女性と一緒にいるの？）

　凱がなぜ彼女と一緒なのか分からず、小春は混乱する。

　加えてよそ行きのスーツで決めた凱と、社長令嬢が並んでいる姿が、あまりにお似合いなので胸の奥でどす黒い感情が湧いてしまった。

　小春と裕樹が固まっている間、あちらも少し驚いて立ち止まっていた。

　やがて社長令嬢が数歩歩み寄り、上品な笑みを浮かべて口を開いた。

「裕樹さん？　いつまで女性の手首を掴んだままなの？　みっともないからお離しなさい」

　立てば芍薬しゃくやく……という言葉を体現したかのような彼女が、意外と凛とした声で告げる。

　美人は声までも美人なんだな……と小春がぼんやり考えている横で、裕樹がギクリとして小春の手首を離す。

「小夜子さよこさん！　こ、これは……！」

　裕樹は小夜子というらしい社長令嬢に言い訳しようとするが、「お黙りなさい」と言われて口を閉じる。

（何が起こってるの？）

　呆然とした小春のもとに、今度は凱が近寄って手を握ってきた。

「小春さん、手は大丈夫ですか？　痛くない？　……あぁ、少し赤くなってますね」

　別人のように格好いい凱に顔を覗き込まれ、小春は一歩後ずさりしかける。

「が、凱……だよね？」

「はい。小春さん」

　小春は男性のスーツの善し悪しは分からない。が、いつも仕事で凱が着ている物と、いま身に纏っている物が明らかに違う事ぐらいは理解している。

「ど、どうしたの？　何か……別人みたい」

「えーと……」

　小春の反応に凱は珍しく言葉を選び、何と言おうか迷っているように感じられた。

「凱くん、その女性が小春さん？　私に紹介してくれません？」

　そう小夜子が凱に尋ねると、小春はとうとう泣きそうになって凱に説明を求めた。

「小春さん、困らせてごめんね」

　凱は苦笑いし、そのあと裕樹も含め四人でビル内にある高級和食店に入った。
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　凱が着物を着た女将に「急にすみません」と詫び、四人は掘りごたつのある個室に入った。

　本社ビルにある店でも、この和食店は高級で小春は一度も入った事がなかった。

　席は凱の隣に小春、向かいに小夜子と裕樹という並びだ。

　凱が「とりあえず、飲み物はどうします？」と尋ねてきたが、気楽に飲み食いできる心理ではない上、まだ状況を把握していない。

　裕樹もそれは同じらしく、ぎこちない笑みを浮かべたままビールを頼んでいた。

　凱に「小春さんは？」と言われ、酒を飲んで失敗したくないのでウーロン茶にしておく。

　注文が決まってから、凱が口を開いた。

「まず、混乱していると思うので、軽く紹介させてもらっていいですか？」

　その提案に小春はコクコクと頷き、裕樹も助かったという視線を送っている。

「こちらは『ジャパンスフーズミート』の社長令嬢の財前ざいぜん小夜子さん。俺の幼馴染みです」

　凱に紹介された小夜子は軽く笑んで小春に会釈し、小春も慌てて彼女に頭を下げる。

「財前さんの家とは、昔から付き合いがあるんです。俺は小夜子と幼等部からの付き合いでした」

「…………」

　小春は驚いたまま小夜子を見る。

　以前、銀座で裕樹と小夜子を見かけたあと、凱は「～だと思うんですけど」という言い方をし、直接知っている素振りを見せなかった。

（あの時は気を遣ってくれたのかな）

　そう思うものの、凱と小夜子が幼馴染みである事を隠されていたのは事実だ。

　小夜子は先ほど裕樹に向けた鋭さはどこかへ、小春に向かって感じよく微笑んでいる。

　ぎこちなく笑い返しつつも、小春は凱が彼女を「小夜子」と呼び捨てしたのに嫉妬を感じていた。

　会社では先輩後輩の間柄で凱は年下なので、自分に対して「先輩」や「さん」がついても仕方がない。

　けれど小夜子は幼馴染みである上に、敬称がない事により、凱と距離が近いように思えた。

　小春の気持ちをを察したように、凱はつけ加えた。

「安心してほしいのは、俺と小夜子は幼馴染みであってもお互いを異性として見ていないという事です。仲がいい事はいいのですが、昔からお互いをよく知っているだけに、『こいつとだけは結婚するのは嫌だ』と思っている間柄です。以前、小春さんに幼馴染みだと直接言えなかったのは、あの場で言ってしまうと話がこじれると思い、とっさに誤魔化してしまいました。すみません」

　凱の説明に一応納得しつつ、彼が小夜子に対して言葉を選ばないので少しヒヤッとする。

　が、本当にただの幼馴染みなのか、小夜子は気を悪くした様子を見せない。

「小春さんには、一瞬だけでも嫌な思いをさせてしまいましたよね？　今日は凱くんとこのビルで会う予定でしたが、あなた達と鉢合わせるつもりはなかったんです。知らない所で彼氏が他の女と一緒にいれば、勘違いしてしまいますよね」

　小夜子に言われ、小春は図星ながらも「そんな事……」と微笑む。

　だが安堵したのは本当だ。

　小夜子のような美しく品のある本物のお嬢様に、自分が太刀打ちできる訳がない。

　裕樹は彼女と付き合っているのかもしれないが、凱まで小夜子を選ぶと言ったら、立ち直れなかっただろう。

　だから小夜子が小春を気に掛けてくれ、救われた気持ちになった。

「こちらの紹介はこれで済んだとして……。小夜子にも一応紹介を。雛沢小春さんはアカツキの営業部で新人教育を担当してくださっている先輩で、恋人。そして榎並裕樹さんは営業部の先輩で、エース的存在。……そして小夜子の婚約者……という確認でいいな？」

（婚約者……）

　小夜子と付き合っているだろうと思っていたが、かつての自分よりずっと進んだ関係に驚きを覚える。

（私に思わせぶりな態度を取って、他の部署の子とも仲良くしておきながら、小夜子さんの事はずっと本命としてキープしてたんだ……）

　裕樹の行いを理解し、胸の中が怒りと悔しさで煮えたぎる。

　当の裕樹は視線を逸らしたまま、緊張を孕んだ表情で座っていた。

「今日、俺たちが会っているのは幼馴染みとしてで、その内容についてはあとで小春さんに説明します。その前に、榎並先輩。さっきは小春さんになぜ『淫乱』と言っていたんですか？」

　凱は微笑んだまま、笑っていない目を裕樹に向ける。

「そ……それは……」

　裕樹は冷や汗を掻き、挙動不審と言えるほど目を泳がせている。

「答えられないのなら、俺が答えましょうか。あなたは成績優秀で上司からの覚えも良く、小夜子との縁談を掴んだ。小夜子を本命としてキープしながらも、営業部のエースとして女性からモテていた立場を捨てきれなかった。小春さんはあなたの恋人は自分だけだと思い込んでいたようですが、榎並先輩には他にも社内に複数付き合っている女性がいますね？　それはこちらで調査済みです」

「な……っ、ち、違う！」

　とっさに反論した裕樹に、凱は悠然とした態度で首を横に振る。

「調べはついているんです。俺が営業部の新人としてあちこちの部署で聞いた話を含め、各部署の女性社員に協力してもらって、榎並先輩と付き合っていると認識している女性の証言を集めました。全員、本当の事を知ったら激怒していましたね。こちらから動きを見せるまでは、あなたに気取られないようにお願いしましたが、そのうち一斉に別れ話がくるんじゃないですか？」

　にっこりと凱に微笑まれ、裕樹は顔色をなくす。

　そして縋すがるように小夜子を見た。

「さっ、小夜子さん……っ、これは……っ」

「言い訳は聞きたくありません。今日は幼馴染みと食事を……というつもりでした。でもあなたの本性を思いがけず知る事ができましたね」

　隣に座る裕樹を見やる小夜子の目は、とても冷たい。

　彼女は華麗に微笑み、スッパリと言い切った。

「婚約、解消しましょうね。幾らあなたの顔が好みでも、一途でない、下半身が自由な人は好みじゃないんです」

「小夜子さん！」

　裕樹は真っ青になり、泣きそうな顔になったあと、感情が滅茶苦茶になった顔で凱と小春を睨んでくる。

　そんな彼に、凱が静かに告げた。

「しつこい男は嫌われますよ」

　年下で部下であるはずの凱に窘たしなめられ、裕樹は鼻白む。

　が、それを小夜子が制した。

「そういう訳で、裕樹さんごめんなさいね？　そこのビール一杯分はこちらで持ちますから、飲んで出て行ってくださいな。そして私にも二度と連絡しないで？　あなたの連絡先も削除しますので」

「そんな！　小夜子さん！」

　あっけらかんと小夜子に言われても、裕樹はなおも彼女に取りすがろうとした。

　と、小夜子の態度が豹変した。

「しつこいって言っているのが分からないの？　私という婚約者がいながら不誠実な事をして、挽回できると思っているの？　言っておくけど私、あなたより凱くんとの付き合いのほうが長いの。彼が嘘を言わないのは知っているし、彼が調査したならその結果を信じるわ」

　先ほど挨拶をした小夜子は、花も恥じらうお嬢様という雰囲気だったが、今は氷の女王という迫力を醸し出している。

「まだ何か言い訳をするなら、私が納得する言い分があるのよね？　嘘で誤魔化そうとしているなら、あとが怖いわよ？　今まで舌先三寸で女性を騙していたかもしれないけど、女性なら皆騙せると思わないで。いま素直に立ち去るなら、ここで許してあげます。まだ取り繕おうとするなら、相応の覚悟があるのでしょうね？」

　そこまで言われ、裕樹はしぶしぶ腰を上げる。

「あら、まだビールが残っているわよ？　私がご馳走してあげるのだから、飲んでいったら？」

　そして小夜子が「はい、飲んで飲んで～」とビールを飲むよう手拍子をする地獄絵図のなか、裕樹は小グラスのビールを呷あおった。

　そしてこれ以上何を言っても無駄だと感じたのか、挨拶もせずに個室から出て行く。

「はぁ、ようやく美味しいお酒が飲める気がするわ」

　あれだけの修羅場だったのに、小夜子はケロリとして自分のビールを飲む。

「ね？　小春さん、こいつすっごい怖いでしょ？　俺が小夜子と何かあるなんて、万が一でもあり得ないですから、安心してください」

　凱に言われたが、小夜子を前にして肯定できず、小春は何とも言えない表情になる。

「小春さん、もう茶番は終わったのですから、緊張しなくて大丈夫ですよ？」

　小夜子に声を掛けられて小春は笑おうとするが失敗する。

　加えてよそ行きの格好をした美男美女に圧倒され、どう対応すればいいのか分からない。

「あの……お二人はどういった用事で本社ビルに？」

　小春の質問に二人は顔を見合わせ小夜子がにっこり笑って答えた。

「私、アカツキの社長さんに用事があって、この会社に勤めている凱くんに案内を頼んだんです」

「そう……ですか……」

　スッキリしない思いを抱きながら、小春は一応頷いてみせる。

　本来、他社の社長令嬢が会いに来るなら、受付から秘書課、社長秘書という流れでアポイントを取るはずだ。

（幾ら社員とは言え、個人的な案内は必要ないように思えるけど……）

　だが二人は幼馴染みというし、小春の介入できない事情があるのかもしれない。

「お料理、何にしましょうか？」

　改めて小夜子がメニューを手に取ったが、さっきの今で、この面子で仲良く食事をする気持ちにはなれなかった。

「あの、すみません。私、まだ混乱しているので、これで帰らせて頂いていいでしょうか？　榎並さんとはもう終わったとは言え、婚約者の小夜子さんを差し置いて付き合ってしまっていました。申し訳ない気持ちで一杯です。すみませんでした！　それに榎並さんが他の女性に手を出していたというのも、噂では聞いていましたが、やっぱり本当なんだと思うと……」

　たどたどしく自分の心境を説明すると、小夜子は「そうね……」と理解を示す。

「私はあんな男の事、もうこれっぽっちも気にしていないのですが、小春さんは真剣にお付き合いしていたんですよね。気にしてしまうのも仕方がありません。ただ、一つだけ言わせてください。もうあの人の事で小春さんは悩まなくていいと思います」

「……ありがとうございます」

　ペコリと頭を下げてから、小春はウーロン茶を飲んでしまい、「それでは」と挨拶をして個室から出た。それを、凱が小夜子に「送ってくる」と言って追いかけてくる。

「小春さん？　お気を悪くされましたか？」

「ううん、そうじゃないの」

　店の人にも挨拶をし、小春はフロアのエレベーターホールに向かう。

「気を悪くしたとかじゃないの。ただ驚いて、自分の立ち位置すらも把握していない。だから、この週末で冷静さを取り戻したいな……って」

　ぎこちなく微笑み、小春は凱の腕をポンポンと叩いて「大丈夫だ」と示す。

「来週にはリセットして出社するから。だから今日は、ごめんなさい」

　凱の目を見てしっかり伝え、そのタイミングでフロアに着いたエレベーターに乗り込む。

　彼は何か言いたげな顔をしていたが、スーッと閉じるドアの向こうにその姿が消える。

　一階のボタンを押した小春は、溜め息をついてゴンドラの壁に身をもたれかけた。

















第五章　彼の正体












　翌週月曜日になり、重たい気持ちで出社すると、美代が駆け寄ってきた。

「ねぇ、聞いた!?　榎並さん、急な異動だって」

「え!?」

　驚いて彼のデスクを見たが、小春が出社する頃にはいつも来ている彼はいない。

　おまけにデスクは空っぽで、榎並裕樹の存在が営業部から消されたように感じた。

「ど……どういう事？」

「何か、榎並さんと仲のいい人からの情報なんだけど、週末の間に人事部から直接連絡があって、辞令を言い渡されたんだって。それで今週からもうここには来なくて、ＮＹに行くとかって……」

「……はぁ……」

　ポカンとした小春は、どうしてこうなったのか理解していない。

　けれど、小夜子を怒らせた事が関わっているのでは……、と察した。

「あとね、社長が交代するんだって。で、十月半ばの連休前に、新社長の就任パーティーがあるって。ただで飲み食いできるよ」

「新社長……」

　そう言われて、情報が多すぎると小春は溜め息をつく。

「まぁ、トップが変わっても、私たちには大して影響ないけどね。せめて新社長が給料アップしてくれたら、大歓迎するけど」

　美代の言葉に「確かに」と笑い、そのまま始業時間まで彼女とおしゃべりをした。

　どうやら都内にある五つ星ホテルのホールでパーティーを行うらしいので、美味しい料理を食べられそうだ。

　これからの事を考えながら凱が出勤するのを待ったが、彼は急な休みを取ったらしく、出勤してこなかった。

　翌日も凱は出勤せず、彼にメッセージを送っても既読がつかない。

　水曜日になってとうとう小春は課長に掛け合ってみた。

「あの、九条くんってどうなっているかご存知でしょうか？」

　人に聞かれないように使っていない会議室で尋ねたのだが、課長も難しい顔をして言葉を濁すだけだ。

「部長から、九条くんが休んでも気にしないようにと話がきているんだ。私も理由は分からないが、部長が気にするなと言うならそうするしかない。雛沢さんは後輩がいなくなって心配だろうけど、そのうち出勤すると思うから、今は自分の仕事をしなさい。榎並くんが抜けて大変だろうけど、君には期待しているよ」

「……はい」

　課長がそう言うのなら、小春はどうにもできない。

　プライベートのメッセージも途切れたままで、小春はやきもきし続ける。

　営業部の人たちは「九条くん、どうしたんだろうね」と言いながらも、特に深く考えていないようだった。

　小春は落ち着かない気持ちを抱えつつ、毎日こなさなければいけない仕事もあり、あっという間に一週間が終わってしまった。






　週末になり、いつもなら凱からデートの誘いがあるのに、何の連絡もない。

　日曜日の夜になり、凱から連絡が入った。

『会社を休んでしまい、すみません。課長には話をしていたのですが、心配していましたか？』

　と、文面だけ見ると元気そうだ。

　複雑な心境になりながら、小春は返事をした。

『病欠？　体調は大丈夫？』

『少し身の回りがバタバタしていて、当分ゆっくりできそうにありません。会えそうになったら、連絡しますね。それまで他の男に興味を持たず、待っていてください。小春さんの恋人は俺ですから、浮気したら駄目ですよ？』

　一週間会えないでいたが、まっすぐ気持ちをぶつけてくる所は変わらない。

　凱の一直線な忠犬のような愛し方を思い出し、小春は微笑んでから、自分がいかに日々彼に救われていたのかを実感し、切なく笑った。






　やがて凱がいないまま、十月も過ぎていき、新社長就任パーティーとなった。

　その直前に、突然凱から自宅に沢山の贈り物が届いた。

　運んできたのは銀座にある百貨店の配送員で、普通の宅配業者ではないところから怖じ気づいてしまった。

　訳が分からないまま印鑑を押して受け取り、恐る恐る包み紙を開けると、小春の給料ではまず買えないブランドのワンピースや靴、本物の真珠とダイヤモンドを使ったピアス、ネックレスが入っていた。

　あまりに驚き、小春は凱にメッセージを送る。

『ちょっと！　家に凄い物が届いたんだけど、これどうしたの!?』

　凱からはしばらく返事がなく、返事を待っていると、ようやく通知が入る。

『今度パーティーがあるでしょう。その時に着てきてください。俺もおめかしして行きますから、その時に会いましょう』

『こんな高価な物、身につけられないよ』

『この数週間、小春さんに会うのを我慢して働いている俺へのご褒美だと思って、着てきてください』

『いま働いてるの!?』

　凱がいま何をしているのかまったく分からないので、働いているとは初耳だ。

『社外のゴタゴタを片付けているんです。パーティー当日にお会いできますから、その時に詳しくお話します。今も出先なので、また返信できなくなります。すみません』

　誤魔化されてしまったあと、凱からの返事はまたこなくなった。

「もう……」

　小春はフォーマルワンピースや、まろやかな光沢のある真珠とダイヤモンドのアクセサリーを見て、深い溜息をついた。






　パーティーが行われるのは土曜日で、小春は美代と待ち合わせをして都内にある五つ星ホテルに向かった。

　小春は凱から贈られた、ネイビーのワンピースを着ていった。

　七分袖は総レースになっているが、他はシックなＩラインワンピースなので、派手すぎる事もない。その首にはトップにダイヤモンドのついたパールのネックレス、耳にも同じデザインのピアスが光っていた。

　パーティーにはアカツキと繋がりのある他社の重役や、政財界、金融界の人までいる。

　一般社員は本社ビル勤務の人のみが呼ばれ、別世界の人を間近にして小春はおののいていた。

　立食パーティーの形式だったのだが、やがて前方に作られたステージに、アカツキの社長と、なぜか凱が姿を現した。

「あれって九条くんじゃない!?」

　美代が囁いてきたが、小春は何も反応できず呆然としている。

　周りにいた、九条凱を知っている社員たちもザワついていた。

　そして司会を務める女性が挨拶をし、社長がマイクを握る。

　お決まりの挨拶を少ししたあと彼が紹介したのは、次期社長になる、息子である〝朝日野あさひの凱〟だった。

　小春が呆然としているなか、彼は割れんばかりの拍手を浴びてマイクを手にする。

「ご紹介にあずかりました。朝日野凱です。本日はアカツキグループホールディングスの新社長としてご挨拶をさせて頂きます」

　高級なスーツに身を包んで淀みなく挨拶をする彼は、別世界の人に思えた。

「……九条、じゃなかったんだね」

　隣で美代がボソッと呟き、小春も無言で頷く。

　凱の話を聞いていると、彼は日本の高校を卒業したあと、そのままアメリカの超難関大学に進学し、卒業後にＮＹにあるアカツキの支社に勤めていたそうだ。

　そこで現地ＣＥＯの補佐をし、経営に関して様々な勉強をしたらしい。

　今回は祖父である会長が年齢と体調を理由に一線から退くのを理由に、会長には父が、そして社長兼ＣＥＯには凱がなるため、アメリカから帰国したのだとか。

　そして社内の空気を感じるため、母親の旧姓である九条を名乗り、しばらく営業部に所属していたと言う。

　小春はぼんやりと凱の話を聞き、「遠い人だな」と感じる。

　凱が今まで「忙しい」と言っていた理由も、やっと理解した。

　社長就任に当たって、色々する事があったのだろう。このパーティーの準備やスピーチのリハーサル、様々な手続き、各方面への挨拶などもしていたに違いない。

　小夜子と本社ビルに来たあの日も、同じ食品メーカーの社長令嬢である彼女と、社長に用があって……というのも、今なら納得できる。

（でも、私はどうしたらいいんだろう。これからも変わらなく凱と付き合っていくの？　社長さんと？）

　彼の立場が分かった途端、急に怖じ気づいた自分がいる。

　ぼんやりしているうちに挨拶は終わり、立食パーティーが始まっていた。

　小春の手にはいつの間に、美代に持たされたウーロン茶があるが、口を付ける事なく立ち尽くしている。

　――と、人垣を縫って凱がこちらにやって来た。

「小春さん！」

　パーティーの主役がこちらに来て、主に営業部の社員たちがどよめく。

「くっ、九条……、い、いや、朝日野新社長！」

　思わず言い直す美代に、凱はいつものように笑ってみせた。

「黙っていてすみません。このような事情で、営業部所属ではなくなるのですが、今後とも宜しくお願いします」

　社長になるというのに、凱の態度は相変わらずなので、美代は思わず普通に頷いていた。

「小春さん。ワンピース、着てくれたんですね。似合いますよ」

　凱に両手を握られ、小春は逃げ場所がなくなる。

「社長……」

　戸惑いと共に呟かれた言葉に、彼は苦笑いする。

「小春さんにとって、俺は変わらず九条凱のままです。だからそんな風に距離を取らないでください」

「そう言われましても……」

　困り切った小春の顔を覗き込み、凱は微笑む。

「今日、このパーティーが終わったら時間ができます。二人で話ができますから、逃げないで最後までいてください。俺はどうしても挨拶があるので、今すぐは抜け出せないんです」

「……挨拶はちゃんとしないといけませんね」

　言葉遣いが戻りきらない小春に切ない笑みを向け、凱は「帰らないでくださいよ」と念を押してから、再びお偉方の方に戻っていった。

「はー、小春。あんた、凄い人と付き合ってたんだね」

　美代がローストビーフを口に入れて言い、小春はまだ現実味のないまま「そうだね……」と頷くしかなかった。






　やがて十一時から始まったパーティーは十三時に終わり、約束通り小春のもとに凱がやって来た。

　美代は楽しそうに「あとで色々教えてね」と帰って行き、小春は凱に手を繋がれたまま、同じホテルのスイートルームに連れられていった。

「……私をからかっていたの？」

　リビングのソファに座ってすぐ、小春はずっと考えていた事を口にする。

「まさか！　どうしてそうなるんです？」

　凱は驚愕するが、小春は凱が新社長になったと聞いてから、自分と彼の付き合いに自信を持てなくなっている。

「だって……。あまりに展開が急すぎて。本名も本当の事もずっと隠されていたし、その程度だったのかなって……。……ごめん、私重たい女だ……」

　自分の言葉が情けなく、小春は溜め息をついて視線を落とす。

　それに対し、向かいのソファに座っている凱は「んー」と何かを考えながら脚を組み、切なげに笑った。

「俺は営業部に入る前から、小春さんに片思いをしていました。だからからかうなんてあり得ないんです」

「……営業部に入る前？」

　思ってもみない事を言われ、小春は艶やかな一枚板のテーブルから、凱に視線を戻す。

「やっぱり、思い出してないみたいですね」

　彼は諦めたように笑ってから、〝昔〟の事を語り出した。

















終章　叶った片思い












　凱が初めて小春に会ったのは、アメリカでだ。

　四年前、凱は大学生で二十一歳、小春は二十三歳だった。

　出会ったきっかけは、大学の親友のアランのさらに知人に、凱をライバル視している人物がいた事から始まる。

　珍しくそのライバルにドライブに誘われたかと思うと、ロングアイランド島の先端にあるモントーク岬灯台まで行く事になり、そこに置き去りにされてしまった。

　そこから大学のある街までは、車で五時間近く掛かる。一番近い都市であるＮＹまでなら車で二時間半の距離だが、歩けば二日近く掛かる。

　ロングアイランドレイルロードという二階建ての高速列車もあるが、どうやらライバルに財布までスられてしまったらしく金がない。

　途方に暮れてヒッチハイクをしていたら、小春と彼女の友人のジョンが乗った車が停まり、「どうしたの？」と心配され車に乗せてくれた。

　その時、凱は女神にでも拾われた気持ちになった。

　風の強い岬でロングワンピースを靡なびかせ、長い髪を押さえて微笑む彼女に、一目惚れした。

　柔和そうな顔立ちを見て「優しそうな人だな」と思った。話し掛けられた時は英語だったが、立ち居振る舞いから日本人だと分かり、一気に親近感が増す。

　当時の凱は金色に髪を染め、夏だったのでサングラスを掛けていた。話していた言葉はずっと英語だったので、小春も日本人だと分からなかったと思う。

　彼女と話してみれば面倒見が良く気さくで明るく、凱は完全に小春に恋をした。

　ジョンは小春と友達だと言う、アメリカ人男性だ。

　凱は最初、「この二人は付き合っているのかな」と心配になった。

　車でＮＹに戻る間、休憩を挟んだ時に、ジョンに「君、コハルに一目惚れしただろう」と言い当てられてしまった。

　そのついでに、凱はジョンと小春が付き合っているのかを尋ねた。

　すると同僚として休日の予定が合ったから、アメリカの案内がてらドライブをしただけで、他意はないと教えてくれた。

　ジョンは小春が日本の『アカツキグループホールディングス』から研修で三か月ＮＹに来ていて、あと一週間後には帰国してしまうのだと言う事も教えてくれた。

　せっかく出会ったのに、もうアメリカでは会えないのか……と思うと気落ちしたが、父の会社であるアカツキの社員という巡り合わせに運命を感じた。

　その後、凱は無事に大学のある都市まで送ってもらえた。

　ジョンからは「君をハメた奴をぶっ飛ばしてやれ」と激励をもらった。

　小春からは「頑張ってね」と言ってもらえ、凱は「帰国したら必ず会いに行きます」と約束した。






「そ、それ……覚えてる！　え？　あの時、ギーって名乗ってなかった？」

「あぁ、ギーってガイのフランス語読みなんです。親友のアランというのがフランス人で、凱って名乗ったらギーと呼ばれ始めて、それが周りに浸透してイングリッシュネームになった流れです。正確にはイングリッシュではないんですが」

　思わず小春は元の口調に戻り、目をまん丸にして目の前の凱を見つめる。

　確かにあの時は金髪でスラッと背が高く、名前がギーというので国籍がどこの人なのかよく分からない印象があった。

　基本的にジョンを交えて英語で話していたので、まさか日本人とは思わなかった。

　東京でもＮＹでも中国人、韓国人の姿はよく見ていたが、基本的に北アジア人の顔は似ているので、人種の坩堝るつぼであるアメリカで〝ギー〟を日本人だと決める確証はなかった。

「はぁ……。確かに……髪を金髪にしたら……ギーくん……かも」

　ポカンとしたまま呟いた小春に、凱はにっこり笑ってみせる。

　そして続きを話し始めた。






　凱はすぐに日本にいる父に連絡し、雛沢小春という女性が社員にいるか確認した。

　最初は個人情報なので教えられないと言われた。

　だが助けられ、一目惚れしたので、帰国したあかつきにはぜひ彼女に会って礼を言いたいと食い下がると、渋々教えてくれた。

　小春は本社の営業部に所属していて、初年度で伸びしろがあると見込まれ、海外研修のメンバーに選ばれたのだそうだ。

　上司伝いに小春の様子を教えてほしいと父に頼み込み、それからは定期的にメールで彼女の活躍を聞くのが楽しみになった。

　ちなみに凱の財布は、ライバルが大学の寮に戻ったあと、親友のアランが「それはギーの財布だろう」と物凄い剣幕で詰め寄り奪還してくれた。

　今でもアランとは海を越えて強い絆のある、親友関係が続いている。

　また大学卒業後にＮＹのアカツキ支社に入社したあとは、ジョンと再会する流れになり、彼とも良好な関係を結ぶ事ができた。

　三年間ＮＹ支社で経営者となるために修行したあと、日本で会長をしていた祖父がそろそろ引退する話を出し、帰国して社長就任する流れになった。

　だがその前に、凱はどうしてもすぐ近くで小春と話をしたかった。

　父に我が儘を言い、彼女がいる営業部で少しのあいだ働きたいと申し出た。

　その経験はきっと、日本の本社で働く一社員としての目線も得る事ができ、経営者としてプラスになると伝えると、父も頷いてくれた。

　部長に掛け合って、小春を教育係にしてもらったのも、凱の要望からだった。

　アメリカから帰国する直前、凱は母との世間話の中で幼馴染みの小夜子が、自社の営業部のエースである榎並と付き合っていると聞いた。

　そのあとになり彼は帰国し、営業部に配属となった。

　いざお目当ての小春と共に働こうと思ったが、彼女の隣には常に榎並がいた。

　小春が榎並の浮気現場を見る前から、凱は彼女が二股を掛けられている事を知っていたのだ。

　生まれて初めて、気がおかしくなりそうなほどの激怒を覚えた。

　社内で少し探りを入れれば、榎並が小春以外の女性とも付き合っている証拠がポロポロ出てくる。

　小夜子に榎並が複数の女性と誠実ではない付き合いをしていると伝えると、プライドの高い彼女は激昂した。

　しかしそこで榎並に詰め寄るような小夜子ではない。

　凱が小春の事をずっと好きで、想いを果たすには榎並が障害になると伝えると、小夜子は快く〝協力〟してくれた。

　彼女も「ただ婚約破棄するだけじゃ、私の気も晴れないわ」と言い、二人で榎並には小春の前から退場してもらう計画を立てたのだ。

　その間しっかりと浮気の証拠を掴んでおく。

　前もって榎並の浮気を知っておきながら、長い間小春に黙っていた事については、申し訳ないと思うし良心が痛んでいる。

　だが短絡的に榎並を糾弾するのではなく、言い逃れのできない状態を作った上で、小春に榎並の正体を教えたかった。

　機が熟したあと、凱は辞令として榎並をＮＹ支社に飛ばした。






（榎並にはＮＹで自分の力で出世できるようにしておいた。彼に実力があるなら、きっとあっちでも活躍するはずだ）

　榎並が〝昇進〟で小春の前から消えたなら、彼女も今後心置きなく自分だけを見てくれると期待していた。






「そんな……経緯が……」

　小春は溜め息をつき、頭を抱える。

「だから、本当は二十一歳の時から四年間、ずっと小春さんに恋をしてきたんです。アメリカであなたに強烈な一目惚れをしてから、時々父からあなたの活躍を知る事ができましたが、それは単なる情報でした。もっと近くであなたを知りたいとずっと思っていたんです。本社の営業に入ってから小春さんを直接知って、恋に落ちた感覚を鮮烈に思い出しました。『やっぱりこの人だ』って嬉しくなるほどでした」

　凱は正面からキラキラとした目で、熱を込めて語ってくる。

「……でも社長さんになるなら、もっと早くに言ってくれたら良かったのに。あんまりにも急で、『話せないほど信頼がないのかな？』とも思っちゃった」

「すみません。本当は順を追ってお話したほうが良かったのは、俺も分かっています。でも小春さんと過ごす毎日があまりにも楽しくて、お互いに今の情熱があるなら、もしかしたら過去の出会いや、社長になる事は関係ないんじゃないかな？　って期待していました」

　過去に会っていようが、これから経営者になろうが、凱の本質は変わっていない気がした。

　愛しそうに微笑んだ彼の言葉を聞いて、小春は彼の過去を想像してみる。

　このルックスと性格の良さで、今まで彼女がいなかったとは考えられない。

「凱って今まで彼女はいたの？」

「正直に言うと、何人か付き合った人はいます。……でも、付き合って少し甘やかすと、すべて俺に任せて、自分の考えをなくしてしまうんです。俺はもっと、精神的に自立して俺を深く愛してくれた上で、きちんと意見の言える女性と付き合いたいと思っていました。その意味で、小春さんは理想なんです」

　そう言って凱は立ち上がり、小春の隣に座り直す。

　手を握られ、間近に彼が見つめてきた。

「お願いします、小春さん。もう何も隠し事はしません。俺はこれからアカツキの社長になります。小春さんにはその隣にいてほしい」

　ドキドキしながら言葉の意味を図りかねていると、彼はポケットからリングケースを取りだし、小春に燦然と輝くダイヤモンドの指輪を見せてきた。

「俺と結婚してください。あなた以外の女性は考えられません」

　凱はソファから床の上に下り、膝をついて小春の愛を乞う。

「でも……」

　突然すぎるプロポーズに困惑する小春に、凱が畳みかけてきた。

「少しの間ですけど、俺たちは付き合ってきました。俺の事を好きじゃないんですか？」

「す、好きだけど」

「体の相性もいいと思っています。気持ち良かったでしょう？」

「う、うん……」

「ずっと一緒にいたいって、思った事あります？」

「……あ、ある……」

「結婚の可能性は少しでも考えませんでしたか？」

「……凱となら……とは、思った」

「小春さん……」

　目線を合わせ、凱がいつものように微笑んでくる。

「俺は結婚相手を、職業や生まれた環境などで判断したくありません。小春さんと過ごした時間は少しですが、小春さんも似た価値観の方だと信じています」

　そう言われて小春は、自分が彼の社会的地位を意識して躊躇しているのだと気づき、恥ずかしくなった。

　差別をせず誰に対してもフラットに接していきたいと思っていたのに、凱が御曹司だと知って、〝自分とは住む世界が違う人〟として無意識に線引きしようとしていた。

「俺は小春さんを愛しています。だから結婚したいと思っている。それじゃ駄目ですか？」

　あまりに真っ直ぐな言葉を掛けられ、つい小春は破顔してしまった。

「凱は変わらないんだね。いっつもまっすぐでキラキラしてて、眩しい」

「そんな事ありませんよ」

　優しく微笑む笑顔も、いつものままだ。

（この人となら、上手くやっていけるかもしれない）

　榎並のように三年間付き合っても信用するに値しなかった人もいれば、凱のように短期間の付き合いだったとしても、本能で一生自分の味方でいてくれる人だと分かる場合もある。

「……宜しく、お願いします」

　頬を染めて凱の手を軽く握ると、彼は「やった！」と声を上げて小春を抱き締めてきた。

　チュッチュッとキスをしてから、凱は小春の手を取り、左手の薬指に大きなダイヤモンドが鎮座した指輪を嵌めてくる。

「……もう離しません。俺のものだ」

　幸せそうに笑った凱は、思いきり小春を抱き締めてきた。

　小春も凱を抱き返し、いつもの彼の香りを胸いっぱいに吸い込む。

　まだまだこれから、お互いの両親に紹介するとか、美代をはじめ同僚たちに説明するなど、大変な事は多そうだけれど、凱となら乗り越えていける気がする。

　しばらくして同じタイミングで二人は体を離し、微笑み合ってから顔を傾けとろけるようなキスを交わした。






　小春を抱き締めながら、凱はこの上ない幸せを感じていた。

　膝の上に乗せた小春の柔らかな体を抱き、背中を撫でる。

「小春さん、どんな式にしたいか、二人で考えていきましょうね」

　腕の中の彼女に囁くと、ダイヤモンドの煌めきをポーッと見入っていた彼女は、幸せいっぱいに笑い返してくれた。






　　　＊＊






　その後、年内に小春はお互いの両親へ挨拶をし、両家そろっての会食もした。

　凱のような御曹司に一般人が……と反対されると思って身構えていたが、思いのほか彼の両親は小春を歓迎してくれた。

　小春の母も同じ危惧をしていたようだが、「最近のお金持ちは柔軟なのね」と安堵していた。

　きっと裏で凱が説得してくれたのだろうが、すんなり婚約できて感謝しきりだ。

　翌年の六月になって二人は式を挙げ、披露宴には小夜子も来てくれた。

　小夜子に「小春さん、綺麗ね」と祝福され、なぜか彼女に気に入られたようで、「落ち着いたら今度一緒にお茶しない？」と誘われてしまった。

　そして新婚旅行は凱が地中海クルーズに連れて行ってくれ、寄港した都市で憧れのヨーロッパを楽しんだ。






「ん……、凱。もうちょっと待って……」

　クルーズ船のスイートルームのベッドで、小春は悩ましい声を上げる。

　力なく横たわった体には、くまなく凱のキスマークがついている。ハネムーンの初日から彼の猛攻が始まり、キスマークは一日目のものから、ついさっき付けられたものまで様々だ。

　たった今、小春は何度目になるか分からない絶頂をして、凱も避妊具なしに彼女の中に精を放ったばかりだ。

　荒い呼吸を繰り返し、絶頂が鎮静するのを待っている間だというのに、彼はまた肉茎をしごいて硬度を増し、先端を小春の蜜口に押し当てている。

「だって……。小春が可愛くて、抱きたくて堪らない……っ」

　呼び捨てにされる関係になったが、凱が忠犬のように小春にべったりで好意を隠さないのは相変わらずだ。むしろ、以前よりマーキングが増した気がする。

「もう……っ」

　社長に就任して、周囲からも〝スパダリ〟だと言われる凱だが、小春と二人きりになると時々年下である面を利用して甘えてくる。

　そうされると断り切れず、ズルズルと凱の求めるままに抱かれてしまうのだ。

「もう一回したら、休憩するから」

　甘えるように言い、凱はヌプッと亀頭を蜜口に押し入れてきた。

「ぅん……っ、あっ！」

　愛蜜と精液でヌルヌルになった場所に剛直が入り込み、すぐに小春の最奥にキスをする。

「はぁ……っ、あ、……あぁ……」

　それだけでゾクゾクッと背筋を震わせ絶頂しかけた小春を、凱が抱き締めて深い口づけをしてきた。

「ん……っ、んぅ……」

　ねっとりと舌が絡み合い、小春は息継ぎの合間に艶冶えんやな息を漏らす。

「愛してる。小春」

　顔を離した凱は幸せそうに笑い、新妻の体を貪り始めるのだった。
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